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引き裂かれた愛












　キラキラと輝く数えきれない光の粒は、まるでひっくり返した宝石箱のように美しい。

　そのひとつひとつには誰かがいて、そこにそれぞれの物語があると思うと谷中やなか真衣まいは摩天楼からの景色に不思議な気持ちになっていた。

「真衣」

　背後から包み込むように、立花たちばな洸希こうきは真衣に腕を回す。

　回された洸希の腕に両手を添え、真衣は背後を振り返った。

「すごく綺麗な夜景ですね」

「そう、気に入ったなら良かった」

「こんな素敵なホテルに連れてきてくれて、ありがとうございます」

　そう言った真衣のこめかみに、洸希は口づけを落とす。

　真衣が顔を上げると、ふたりはどちらからともなく唇を重ね合わせた。

「真衣……」

　腕を解いた洸希は真衣の体を反転させ、スーツのポケットから取り出した黒いベロア素材の小さな箱を真衣へと差し出した。

「これ……」

「開けてみて」

　手渡された小箱に真衣の鼓動は高鳴っていく。

　そっと上部を開くと、スクエア型の大粒のダイヤモンドが光を受けきらりと輝いた。

　驚きで瞬時に言葉が出てこなかった真衣は洸希を仰ぎ見る。

　目が合うと、洸希は柔らかい微笑を浮かべた。

「結婚しよう」

「洸希さん……」

　光り輝くリングをつまみ、洸希は真衣の華奢な手を取る。

　左手の薬指にはめられていくエンゲージリングを目にする真衣の視界は、ゆらゆらと涙で揺れていた。

「幸せにする」

「はい……私も、洸希さんを幸せにします」






　ふたりの出会いは約二年前──。

　当時、家事代行業者に勤めていた真衣が仕事で派遣された場所が、洸希の所有するマンションの部屋だった。

　都内一等地のハイグレードマンション。

　モノトーンで統一されたシンプルなインテリア。

　書斎には難しそうな本が壁際の本棚にぎっしり仕舞われ、デスクにはパソコン機器と書類の数々。

　家事代行を依頼してきたのは家主の秘書だということもあり、どんな人が住人なのだろうと真衣は通いながら想像を膨らませていた。

　そんなある日、いつも通り部屋に伺うと、ダイニングテーブルに豪華な花束が置かれていた。

　時間が経っていると思われる、少し元気をなくし始めている切り花。

　もらって来てそのまま置かれていたようなその花束を、真衣は出過ぎたことかと思いながらも水切りをして活けておいたことがあった。

【綺麗なお花だったので、活けさせていただきました】

　そんな手書きのメモを添えて……。

　無機質な男一人の住まいに花が飾られているのは、洸希にとってそれが初めてのことだった。

　秘書が手配をした、住まいの清掃だけを頼んでいるハウスキーパー。

　自分のところに入っているハウスキーパーがどんな人間なのか、洸希のほうも全く知らなかった。

　しかし、活けられた花と残されたメモが妙に洸希の気を引いた。

　可愛らしいカードに書かれた、少し丸っこい丁寧な字。

　これを書いた相手にひと目会ってみたいと、漠然とそう思ったのだ。

　それからの行動は早かった。

　ハウスキーパーを頼んでいる日時に自宅で待機をし、直接顔を合わせることを試みたのだ。

　そうとも知らず、真衣は普段通りマンションへと訪れた。

　そしてその日、ふたりは初めて顔を合わせたのだった。

　その時の驚き慌て、何故だか顔を赤くしていた真衣のリアクションを、洸希は未だに鮮明に覚えている。

　花を活け、メモを残していった真衣は、洸希の想像を遥かに上回って可愛らしい女性だった。

　真衣もまた、初めて会う家主に鼓動を高鳴らせたのをよく覚えている。

　若くして会社の代表取締役という地位に就き、その上容姿端麗。

　更には物腰も柔らかく、雇われて来ている自分に優しく接してくれたことは、何よりも真衣の心を奪った。

　その後、何度か置手紙でのやり取りが続いた。

　それは真衣の仕事上の内容を主にやり取りするものだったが、その中にプライベートな内容もおまけのように含まれた。

　もちろん、そのプライベートな内容を書き始めたのは真衣からではなく洸希のほうから。

　繰り返すやり取りの中で、真衣の年齢が三十一歳の自分よりも四つ下だということを洸希は知り、真衣も洸希が年上であることを知った。

　その手紙上で洸希が食事へと誘い、初めてプライベートで会うことになったのがふたりの始まりだった。

　互いに顔の見えない相手が気になり、会って同時に一目惚れする。

　ふたりはまるで引き寄せられた運命の相手だったかのように恋に落ちた。






「真衣……愛してる」

　唇に触れそうなほど近くで囁いた洸希は、そのままそっと口づけを落とす。

　柔らかい唇を堪能するように角度を変えて口づけると、もっと深くを求めるように舌が口内へと侵入した。

　意思を持った生き物のように動き回る舌は、真衣の全身の熱を上げていく。

「っ……んっ、っ……」

　真衣の手が、すがるように洸希の腕を掴む。

　力が抜け膝から崩れ落ちそうになる細腰を、洸希は自分へと引き寄せた。

「今夜は……離してやれそうもない」

　耳元で囁かれたその言葉だけで、真衣の下腹部はきゅんと反応してしまう。

　上背のある洸希の首に両手をかけ、ぎゅっと抱き付いた。

「私も……離れたくない」

　その言葉が合図だったかのように、洸希は真衣の体をふわりと横抱きにして持ち上げる。

　お姫様抱っこで運ばれたのは、スイートルーム奥のクイーンサイズのベッド。

　ベッドにはバラの花びらがハート型に散らされ、まるで今晩のふたりを祝福しているように見える。

　背中がふわりとベッドに着地すると、真衣の上に洸希が覆いかぶさった。

　耳朶にキスが落とされ、なぞるように首筋を降りてくる。

　それだけで肩を震わせる真衣が可愛くて、洸希は口づけた鎖骨をきつく吸い上げた。

「あっ……」

　ちくりとした痛みが走ると、その箇所には労わるようなキスが落とされる。

「ごめん……痛そうな痕になっちゃったな」

　血管が透けるほど白い真衣の肌には、いつもその痕がくっきりと残る。

　真紅の薔薇が舞い落ちたようなその痕を指で撫でる洸希に、真衣は小さく横に首を振った。

「大丈夫です……むしろ、嬉しい」

　洸希が自分を愛してくれた証が目で見て残るのは、真衣にとって恥ずかしくも喜ばしいことだった。

　離れても、体に残された痕が愛し合った時間を鮮明に蘇らせる。

　それが濃く消えるまでに時間がかかれば、薄くなってきた頃に洸希に会う日がやってくるのだ。

「そういう可愛いこと言って……真衣は俺を煽るのがうまいな」

「っ！　あ、煽ってるわけでは──」

「じゃあ無自覚なんだな。悪い子だ」

　熱のこもった視線で真衣を見つめながら、その口角は意地悪く吊り上がる。

　ホテルディナーに誘われたからと、今日の真衣はきっちりと見えるグレージュカラーの清楚な膝丈ワンピースを着てきていた。

　そのおしとやかな裾から、洸希の手が太腿を撫で上げていく。

「っ、あっ……」

　薄いストッキングの上を滑っていく指があっという間にウエストラインに到達し、真衣はいつものように少し腰を浮かせた。

　掛けられた親指が器用にストッキングを引き下げていく。

　ゆっくりと膝まで下げられると、素肌に熱い指が触れた。

「あっ、やっ……」

　反射的に、閉じるように脚に力が入る真衣を見て、洸希は耳元へと近づく。

　何か魔法にでもかかったように、その感触で力が抜けた真衣の横たわる上体を抱き起こした。

　背中側にあるボタンを上からひとつひとつ外していくと、肩からするりとワンピースが落ちる。

　その中に身に着けていたキャミソールワンピースもバンザイの体勢をさせられ脱がされてしまうと、レースがふんだんに使われた純白のランジェリーが現れた。

　透き通る肌に真っ白なランジェリーを身に着けた真衣は、童顔なことも相まって洸希の目にはまるで天使のように映る。

　恥じらうように両手で胸元を覆う真衣が愛しくて、洸希はベッドに座り込む真衣を両手で抱き締めた。

「真衣、ネクタイ取って」

　低く艶のある声で囁かれて、真衣は「はい……」と小さく返事をする。

　体を離すと、きっちりと締められたレジメンタルタイの結び目に手を伸ばした。

　真衣の服を脱がせていくことと同じように、洸希は真衣に自分の身に着けているものを取り去るように指示をすることが多くある。

　真衣がおずおずと自分のネクタイをほどいていったり、シャツのボタンを外していったりするのを目の前で見ているだけでどうしようもなくゾクゾクするのだ。

「ベストとシャツも」

「はい……」

　淡いピンク色のネイルが施された細い指が丁寧にベストのボタンを外し、次にシャツのボタンに取りかかる。

　すでに目を潤ませ、頬を赤らめている真衣の様子に、洸希の中で抑えていた何かがぷつりと切れた。

　肩を掴まれた真衣が顔を上げると、塞ぐような強引な口づけで唇を奪われる。

「っ、んっ、ふっ──」

　そのまま真衣をベッドに押し倒した洸希の指がブラジャーの肩紐にかかり、するりと肩から二の腕に落とされると、真衣の鼓動は更に激しく音を立てていく。

「洸希、さん……」

　自分を呼ぶ真衣のその声を聞くだけで洸希は欲情する。

　レースのカップからこぼれそうなふわりと柔らかなふたつの膨らみを、洸希の両手が包み込んだ。

「あっ、んっ……」

　やんわりと揉まれ、真衣は反射的に洸希の手首を掴んでしまう。

　洸希は「ん？」と悪戯な微笑を浮かべると、掴まれた手を気にすることなくブラジャーのカップをずり下げた。

「やっ……」

　現れた白い双丘には、洸希を誘惑するように桜色の乳暈にゅううんが色づいている。

　その頂上にある可愛らしい実はすでに主張をしていて、洸希はその周囲を指でじっくりとなぞっていく。

「あぁっ……」

　じらすような触れ方に、真衣の口からは甘い声が勝手に漏れ出てきてしまう。

　くるくると撫でていた指先が敏感な先端を掠めると、真衣からはひと際高い声が上がった。

「あぁっ、ぃやっ」

　ぴくんと体を震わせる真衣に、洸希はフッと意地悪く笑みをこぼす。

　左右の先端を執拗に指先で刺激したあと、目の前にある右の乳頭を口腔内に招き入れた。

「あっ、洸希さんっ……」

　真衣の手が、眼下で自分の敏感な部分を弄ぶ洸希の頭に触れる。

　ホールドするように両手で包み込むその姿は、もっとしてほしいという気持ちの表れのよう。

　洸希はそんな真衣の期待に応えようと、含んだ可愛らしい実を味わうように舌で転がしていく。

　真衣の口から上がる啼き声をもっと聞きたくて、嬲なぶっていた乳頭を一際強めに吸い上げた。

「ああっ、あっん……」

　強弱をつけて吸われる乳頭は更に姿を露わにし、洸希の口内でぷくりと膨らんでいく。

　解放された先端は唾液でいやらしく濡れ光っていて、それを見た真衣は両手で目元を隠してしまった。

　もう何度も触れ合っているのに、真衣は未だに初めてのような反応を見せてしまう。

　いくら経験しても慣れることはない甘やかな快感。

　洸希はそんな真衣の悶える姿を見ることに幸福感を覚え、そして自分が彼女をそんな風にさせていることに優越感すら感じていた。

　真衣が途中まで脱がせていたシャツのボタンを手早くはずし、洸希は脱いだシャツをベッドの向こうへ放り投げる。

「可愛い声……もっと聞かせて」

「やっ……いやぁ」

「嫌じゃないだろ？」

　今度は反対の乳頭を口に含み、真衣の悩まし気な声を求める。

「ふぁっ、あっ……あっ、ん──」

　期待通りの声が上がって、乳房を掴んでいた洸希の右手は脇腹を通り下降していく。

　ショーツの縁に指がかかると、腰の左右で結ばれているリボンの片方を簡単に解いてしまった。

　リボン結びが解かれたショーツは、はらりと開いて真衣の秘密の場所を晒す。

　口は真衣の左胸の乳頭を含み、左手は右胸の先端を愛撫し、更に右手がすでに潤い始めている秘処へと触れる。

　器用に敏感な場所を同時に攻めてくる洸希に、真衣は体の奥が燃えるようにより熱くなるのを感じていた。

「まだ触ってないのに、こんなに濡らして」

　胸から顔を上げた洸希は、妖しく真衣に囁く。

「だって……洸希さんが……」

「俺のせい……？　いつからこんな風になってた？」

「キスをした時から、です……」

　洸希に触れられキスをされた時から、すでに秘処が潤い始めていたのは感じていた。

　素直に白状した真衣を、洸希はフッと笑う。

「そうか、正直でいい子だね。じゃあ、脚の力をもう少し抜いて」

　秘処へと洸希の手が近づくと、無意識に脚を閉じるように力が入っていた。

　そんなことも見透かされていて、真衣は蚊の鳴くような声で「はい……」と返事をする。

　努めて力を抜くと、洸希の熱い手が再び湿った脚の間に近づく。

　そして、フェザータッチで濡れる蜜口に指を這わせた。

「っ……！」

　ほんの少し触れられただけで、真衣の体は敏感に反応する。

　洸希の人差し指が秘裂を下から上へと滑ると、真衣の口からは甲高い声が上がった。

「あっ、んあぁっ！」

　濡れた指が、ぬるりと愛液で潤う襞の奥へゆっくりと進んでいく。

「すごい……簡単に指が入る。飲み込まれていくみたいに」

「やぁ……言わない、で……」

　真衣の中に入った洸希の人差し指は、内壁を擦りながら奥へと進む。

　そして指の付け根までを沈み込ませると、今度はじわじわと引き抜かれていく。

「真衣のいいところはここ……だよね」

「あっ、あぁっ、やぁ──」

　真衣の体を熟知しているように、洸希の指先が狙ったように一点を刺激する。

　ちょうどお腹の裏側の壁をぐりぐりと擦られると、真衣の口からは嬌声が上がった。

「んあっ……だめ、だめぇ……！」

「だめ……？　気持ちいいからこんなに溢れてきてるんだろ？」

　奥から出てくる愛液を掻き出すように、洸希の指が出たり入ったりを繰り返す。

　次第に秘処からはクチュクチュと水っぽい音が聞こえ、真衣は羞恥から両手で顔を覆い隠した。

「やっ、もう、あぁっ……」

　びくんと体を痙攣させたと同時に洸希の指が締め付けられ、真衣の体がシーツから浮き上がる。

　洸希の指が引き抜かれていくと、それを引き留めるように中の襞が蠢うごめいた。

「こんなに濡らして……ベッドで寝られなくなりそうだな」

　意地悪な言い方をされて、真衣は「ごめんなさい」と慌てて謝罪を口にする。

　そんないじらしい真衣の姿に洸希はまたぞくっとし、フッと笑って上体を起こした。

「これ以上ベッドを濡らさないように、綺麗にしないとな」

「あっ、だめです、シャワーもまだなのに──」

　洸希が脚の間に割って入ってきて、真衣は再び慌てた声を上げる。

　もちろんそんな真衣にはお構いなしに、洸希は真衣の秘処に顔を近づけた。

「シャワーなんて後でで構わない。俺はそのままの真衣を感じたい」

「そんな、恥ずかしい」

「恥ずかしがることなんてない。真衣の体の隅々まで、放つ香りまでも、俺は全て知ってるからな」

　濡れて光る秘処を前に、洸希は未だに脚に僅かな力が入る真衣を宥める。

「もっと良くしてあげるから、脚を開くんだ」

　何度経験しても恥ずかしさは拭えない。しかし、その先にある底知れない快感も知っている。

　脚の間に洸希の頭があることから目を逸らそうとした時、温かな舌が蜜口へと触れた。

「っ、あっ、あぁ──」

　蜜を湛たたえた秘裂を洸希の舌がねっとりと舐め上げる。

　襞を広げるようにされると真衣の腰は自然と浮き上がり、洸希は白い太腿を腕に抱き込んだ。

　秘処を何か生き物が蠢いているのではないかと思える舌の動きは、真衣を震わせ、腰から突き抜けるような快感を与える。

「あぁ、あんっ……あっ──」

「こら、ダメだろ……？　綺麗にしてるのに、これじゃきりがない」

　愛撫をすればするほど蜜は生成されることを知っているのに、洸希は妖しく意地悪く真衣を責めてみせる。

　そんな言葉にすら真衣の胸はきゅんと反応してしまい、体の熱もますます上がっていく。

「だっ、て……」

「中から掻き出さないと、ダメか……？」

「ふぁっ、だめっ、それ、だめぇ──」

　クチュリと音を立てて、尖らせた舌先が蜜口へと侵入する。

　指を入れられる感じとはまた違った快感に、真衣の甘く切なげな声は留まるところを知らない。

「っ、はっ、んあっ、あっ──」

　浅いところで抽挿を繰り返すと、やっと抜かれた舌はすっかり固くなった秘芽に触れる。

　その瞬間、真衣は悲鳴のような声と共にびくんと体を震わせた。

「やぁん！　あぁっ」

　舌が秘芽を揺らしながら、二本の指が蜜口に沈んでいく。

　同時に攻め立てられると突き抜けるような快感にあっという間に襲われ、瞑った目の裏でチカチカと光が弾けるようなものが見えた。

　達してしまった真衣は、薔薇の散らばるベッドで上がった呼吸を繰り返す。

　洸希は胸を上下させる真衣を腕に抱き、汗が滲む額に口付けを落とした。

「真衣……大丈夫？」

　耳元で囁かれ、真衣は小さく頷く。

　迫る洸希の首に両手を回し、引き寄せるように抱き付いた。

「洸希さん……お願い」

　懇願するような真衣の声に、洸希は「何？」と微笑を浮かべる。

　熱く火照ってしまった体をどうにかしてほしい。この熱から解放してほしい。

　真衣のそんな願いは汲み取りながらも、敢えてじらすようにすぐには応えない。

「真衣のお願いは何かな……？　言ってごらん」

　そんなこと恥ずかしくて口には出せないと、平常時には思うに違いない。

　だけど、もう陶酔してしまった真衣には難しいことではない。

　抱き付いた腕に力を込め、洸希の耳元へとぐっと近づく。

　そして、彼の耳朶へとキスを落とした。

「洸希さんが欲しい、です……」

　洸希と出会うまで男性経験のなかったうぶな真衣からこんな言葉が出てくることに、洸希は何とも言えない背徳感を感じてぞくりとしてしまう。

　自分を求めてくれる可愛らしい真衣の姿に、洸希も抑えていた欲望が溢れ出した。

「よくできました」

「あぁっ──」

　固く屹立した熱杭が真衣の潤う蜜口に宛がわれ、ゆっくりと中へと沈んでいく。

　内壁は洸希の熱いものを歓迎するようにうねり、奥へ奥へと導いた。

「あっ、ああぁ……」

「真衣の中、あったかい……ダメだよ、それ以上締めたら」

「そんな、こと……言われ、てもっ、んあっ」

　じわじわと進み最奥に到達すると、真衣の蜜路は雄茎をがっちりとホールドする。

　深い挿入にまた達しそうになった時、今度はゆっくりと熱い塊が出口に向かって引かれていく。

「……っ、あっん、んあっ」

　出て行かないでと、蜜路は引き留めるように洸希を包み込む。

　洸希は真衣に深く口付けると、再び奥へと突き進んだ。

「んっ……っ」

　舌を絡ませながら、緩やかに抽挿が開始する。

　真衣のほうからも応えるように舌を絡ませ、目の前の首に両手を巻き付けた。

「あっ、あっ、あぁんっ──」

　徐々にリズミカルに腰が穿うがたれ、真衣の甘い声はベッドルーム中に響き渡る。

　すでに臀部でんぶに垂れるほど愛液が溢れていて、ふたりの繋がる場所からはグチュグチュと水っぽい音が立っていた。

「真衣……おいで」

　繋がったまま真衣の腕を掴み、洸希は仰向けになった自分の上に座らせる。

　感じ入っている姿を下から見上げられるこの体勢が真衣は何度されても恥ずかしく、両手で顔を覆って隠す。

「相変わらず、いい眺め……」

　しかし、洸希にとってのこの体勢は、真衣の美しい体と自分のもので乱れる姿を眺められる言わば〝特等席〟。

　両手を伸ばし、ふっくらとした乳房に触れる。

　真衣はそれだけでぴくっと体を揺らした。

「恥ずかしい、です……あっん」

　下からの揺さぶりが始まると、途端に真衣の力は抜けてしまう。

　筋肉質な逞しい胸板に両手をついて体を支え、再び始まった抽挿に嬌声を上げる。

「あっ、あぁ、んんっ──」

　自分の体重がかかるこの体勢は、子宮の最奥の壁が押し上げられる。

　毒牙にかかったように甘い痺れが全身に回り、真衣は上体を弓なりにそらせた。

「真衣……」

　洸希は上体を起こし、目の前にあった真衣の白い首に噛み付く。

「ひゃんっ……はっ、あっ──」

　甘噛みされると真衣は悲鳴のような声を上げ、咥えたままの洸希をまた締め付ける。

「真衣……向こうを向いて」

　ビクッビクッと痙攣する真衣の腰を掴んだ洸希は、そっと体の向きを変えるよう誘導する。

　真衣はわかっていたように四つん這いになり、洸希が背後から真衣の背に覆いかぶさった。

「あっ、あぁっ、やっ──」

　後背位で腰を穿ちながら、洸希は垂れる真衣の長い髪を両手で束ねる。

　そしてその束を左肩にかけると、がら空きになった右耳に唇を寄せた。

「後ろからって、やっぱ堪らないな……真衣は俺のものって実感する」

　洸希は以前、バックで突きながらこんなことを言っていた。

『支配してる感じがする』

　洸希は後背位で交わることに、真衣を独占している感覚を覚えていた。

　後ろから包み込み、甘い声で啼かせる──真衣は自分のものだと、より強く感じられる瞬間。

　真衣も洸希にそう言われたことで、後ろから攻められることにゾクゾクとしてしまうようになった。

「真衣……好きだ、愛してる……」

　後背位から正面に真衣を抱き直した洸希は、近づいた耳元に愛を囁く。

「っ、こう、き、さん……あっ、あぁっ、わた、し、も──」

　キスを求めて真衣が小さな舌を出し、洸希は噛み付くように深く口付ける。

　舌を吸い合いながら、ふたりの手が重なり合い指が絡められた。

「あっ、もうっ、わたし──」

　潤った内壁を、硬く膨張した熱杭がより一層激しく穿つ。

　激しい抽挿に真衣の背はシーツから浮き上がり、絶頂を目の前にした。

「あんっ、あぁっ、あぁぁぁ──」

　びくんと真衣が目の裏で閃光を見た時、蜜路がぎゅっと締まり洸希をより一層締め付ける。

「真衣……っ、んあっ──」

　まるで絞り出すかのように中の襞がうねって、洸希の熱い欲を吐き出させた。

　同時に達したふたりは広いベッドに横になり、互いを求めるように抱き締め合う。

　洸希は汗ばみ前髪が貼りついた真衣の額に触れ、指でそっと髪を退けた。

「洸希さん……」

「真衣……」

　まだ乱れたまま戻らない呼吸を繰り返しながら、ふたりの唇が触れ合う。

　何度も口づけを繰り返し、幸せそうに微笑み合った。






　結婚の約束を交わした夜は、空が白んでくるまで肌を重ね合った。

　洸希は宣言通り真衣を離さず、その後のバスルームでも再び戻ったベッドの上でも、飽きずに何度も真衣を抱いた。

「近々、家族での顔合わせの席を用意しようと思う」

　ホテルを出て真衣を車に乗せると、運転席に乗り込んできた洸希がそんな内容を切り出す。

「ああ、でもそれよりも先に、真衣のご両親に挨拶に伺わないといけないね」

「うちにですか！」

「もちろん。大事な娘さんをいただくんだからね」

　そんな風に言われて、真衣は照れくさそうに笑う。

　昨日のプロポーズは本当のことなんだと改めて実感しながら、左手の薬指に光る大きなダイヤモンドに視線を落とした。

「顔合わせが済んだら、式の準備も始めていかないといけないし……真衣は、ウエディングはどんな形がいいのかな？」

「どんな……え、でも、洸希さんの都合に私が合わせます。お仕事の関係とかもいろいろとあるだろうし」

　真衣が遠慮気味にそう言うと、発進した車のハンドルを握る洸希は「気にしなくていいよ」と言う。

「式は真衣の好きなスタイルで行おう。その代わり、披露宴は会社関係の招待もあるから真衣にも神経使わせちゃうと思うけど……」

「それは全然大丈夫です！　頑張ります！」

　意気込む真衣を洸希はフッと笑う。

「頑張るって」と洸希に笑われて、真衣は自分のズレた返事に赤面した。

「全く……真衣は可愛いね」

「もう、可愛くないです！」

「可愛いよ、可愛すぎて困る」

「もうっ、洸希さん！」

　そんな微笑ましい言い合いをしていた時だった。

　笑みを浮かべていた洸希の顔が一瞬にして凍てつく。

　フロントガラスの先を凝視したまま、血の気が引いたように色を無くした横顔を目にした真衣は、つられるようにして顔を前方へと向ける。

「あっ──」

　息を呑んだ次の瞬間には真正面から途轍とてつもない衝撃が走って、咄嗟にきつく目を瞑っていた。

　体が動かない。呼吸が上手くできない。

　そんな状態で浮上した意識ははっきりせず、ただただ全身が今まで味わったことのない死を感じさせる痛みに襲われている。

（事故が、起こったんだ……）

　機能停止寸前の思考でそんな呑気なことをぼんやりと考えていた時、左腕になにか掴まれたような圧迫感を感じた。

「真、衣……」

　愛する人の、大好きな声──でも、これまで聞いたことのない苦痛を伴う絞り出したような声。

　返事をしたい。そう心では思うのに、声が出てこない。

（洸希さん、洸希さん……！）

　心の中で必死に叫ぶけれど、その声は洸希には届かない。

「──ごめ、ん……真、衣……」

　やっとの思いで絞り出している洸希の声に、瞑ったまま開くことのできない真衣の目尻から、一筋の涙が流れ落ちた。

「離さな、い、から……ずっと……いっ、しょ、だ──」

（洸希さん……洸希さん……）

〝ずっと、一緒〟

　遠く手放されていく意識の中で、洸希の声だけが真衣の心に落ちていった。
















残酷な巡り会い












「──っ！」

　目を覚ますと、視界には真っ青の空が広がる。

　顔の横でさわさわと草がなびいているのを感じ、徐々に思考が働き始める。

（私……事故に遭って──）

　車が衝突する瞬間の恐怖が蘇り、ハッと意識が覚醒する。

「えっ……!?」

　勢いよく体を起こすと、草原が一面に広がっていた。

（なに……？）

　体が普通に動いていることに混乱する。

　助からないと思えるほど正面から衝突した事故だったはず……それなのに、こんな風に起き上がれるなんて……。

（いや、ちょっと待って……）

「ここは……？」

　事故がどうこうよりも、今いる自分の場所の説明がつかない。

　事故にあった道路上でもなければ、搬送された病院でもない。

　どこまでも広がる緑──ここは、一体……？

「洸希、さん……？　洸希さん、どこに!?」

　車に一緒に乗っていた洸希の姿は周囲にはなく、真衣はますますパニックに襲われる。

　それどころか、周囲に人の姿がまるでない。

（というか、ここはどこなの？　私は、一体どうなって……!?）

　一切状況の整理がつかず混乱を極めていると、向こうから人の声が響いてきた。

「アンジェル様ー？　アンジェル様どこですかー？」

　見えてきたのは、小走りで駆けてくる女性の姿。

　足首あたりまであるえんじ色のワンピースに、白いエプロンを身に付け、髪は長そうなブロンドヘアを後ろにまとめている。

　どこか〝メイド〟のような雰囲気だ。

　しかし、真衣は思う。

（いやいや、ここは日本……こんな外国の、なんだかファンタジーみたいなこんな光景……）

　そんなことを思った時、ぐらぐらと目眩のような感覚を覚え、咄嗟に額を押さえた。

（なっ、何──？）

　頭の中を走馬灯のように記憶の数々が駆け抜けていく。

「アンジェル様！　またそんなところにおられたのですか!?」

「ヘルミーネ……」

　すんなりと侍女である彼女の名前が出てきたことに真衣──アンジェル・ローランは息を呑む。

（私……事故に遭って……それで、それで……）

　確かに〝谷中真衣〟としての記憶も存在する。

　しかし、アンジェル・ローランとして生を受けた記憶も間違いなく存在していて、今のこの状況に頭が混乱していく。

（待って……一体これはどう説明すれば……）

　ひどい事故に遭って、少し前の記憶だと体も動かせない状態だった。

　だけど今の自分は……？

　膝の上にある両手も、放り出している脚も、なんの問題もなく動かせる。

「あぁっ！」

　しかし自分の姿を見下ろして、真衣は思わず声を上げてしまった。

　胸の下まである自分の長い髪が、美しいブロンドの髪なのだ。

　それだけではない。

　服装もビロードの淡いピンク色が可愛らしいドレス姿だった。

「どうなさったのですか？　そんな驚いた声を上げて」

　ヘルミーネは怪訝な顔をして、明らかに挙動のおかしいアンジェルを覗き込む。

「あっ、え、ううん……」

　事故に遭ったはずの体は自由に動かせ、真衣であった頃とは違う自分のこの格好。そして、この風景……。

（もしかして私……生まれ変わったの……？）

　広い草原の向こう、都会の高層ビル群などは一切見当たらず、立派な城が見えている。

　生まれ変わったなどと、俄にわかには信じがたい。

　だけど、この状況からしてそう解釈するしか何一つ説明がつかない状況だった。

（洸希さん……洸希さんはどこに──!?）

　ハッとして周囲を見回す。

　飛び上がるように立ち上がり、辺りをキョロキョロとして姿を探すものの、他に人の姿は見当たらない。

「ねぇ、ここに私と他に誰かいなかった!?」

「えぇ？　いえ、わたくしが今来た時にはアンジェル様しかいらっしゃりませんでしたが……」

「洸希さん……」

「コウ、キ……さん、とは？」

　疑問だらけの顔をして、ヘルミーネは聞いたことのない言葉を口にするような言い方をする。

　その様子に、アンジェルは全身の力が抜けてへなへなとその場に座り込んだ。

「ああっ、アンジェル様！」

　ヘルミーネが慌ててアンジェルに駆け寄り腰を落とす。

　寄り添い手を取ると、心配そうに「アンジェル様……」と名前を呼んだ。

「一体どうなさったのですか？　今日のアンジェル様、様子がおかしいですよ？」

「ごめんなさい……なんでもないの、大丈夫よ」

　努めて平静を取り戻したように答えてみせる。

　しかし、洸希がそばにいないことに、ひとりだけこの世界に放り出されてしまったような状況に、今は絶望しかない。

（もし、もしも生まれ変わるなんてことが有り得るとすれば……私だけ、この世界に来てしまったということ……？　洸希さんは……まさか、あの事故で亡くなってそのままなんてこと……）

「それならいいのですが、出発の日になってまた行きたくないと言われるのではないかとばかり……」

「え……？」

「わたくしはてっきり、アンジェル様が出奔されてしまったのではないかと驚いて飛び出してきましたよ」

「そ、そんなわけ……」

　そんな返事をしながら、自分が今日、隣国へ輿入れすることを思い出す。

　アンジェルの生まれ育った小国フローレンヌは、近年周辺大国からの侵略を恐れていた。

　フローレンヌは小さいながら、質のいい鉱物が採れる鉱山を国の北部に持っている。

　その鉱山ごと国を手に入れたい近隣国が、幾度か侵略を試みて攻め入ってきたことがこれまでに数度あったのだ。

　このままでは、いつ国が侵略され滅びる危機が訪れてもおかしくない。

　そう国の運命を案じた国王──アンジェルの父は、隣国であるカルデイロ王国の後ろ盾を得るため、アンジェルをカルデイロ王国へと嫁がせることに決めたのだ。

　カルデイロ王国は大陸一の軍事力を持つ大国。

　下手に敵に回せば返り討ちに遭うのは間違いなく、カルデイロ王国に牙をむく国は今のところ存在しない。

　そんな大国の王太子殿下とアンジェルが結ばれれば、フローレンヌの未来も安泰だと国王はこの婚姻に期待を込めていた。

「不安なお気持ちは重々承知しております。わたくしはアンジェル様のおそばでお仕えしますので、どうぞご安心ください」

　ヘルミーネはアンジェルの筆頭侍女として、カルデイロ王国にも共に向かうことになっている。

　長く仕えてきたヘルミーネがそばにいれば、異国の地に嫁ぐアンジェルも心強いだろうという父からの計らいだ。

「うん……ありがとう、ヘルミーネ」

「では、出発のお仕度に参りましょう。じきに迎えの馬車が参りますよ」

　ヘルミーネに手を差し出され、アンジェルはやっと立ち上がる。

　聳そびえ立つ城に向かいながら、今更鼓動が早鐘を打っていることに気が付いた。






　祖国のための政略結婚は、アンジェルにとって気の進むものではなかった。

　自分がカルデイロに嫁げば、国や国民を他国の侵略から守ることはできる。

　しかし、異国の地で、よく知りもしない相手の花嫁になるなんてことは、やっぱり受け入れがたい。

　この結婚は国同士のための政略結婚。アンジェルの気持ちは必要とされていないのだ。

　この世界にきてしまう寸前まで、愛を誓い合った結婚を目前にしていた。

　それなのに、愛する者と引き離され、その先で愛のない結婚をしなくてはならないという現実。

　この世界で決められていたこととわかっていても、簡単に受け入れられるものではない。

「アンジェル様、ご気分はいかがですか？」

　迎えの馬車が出発して早数時間。

　アンジェルはぼんやりと馬車の外の景色を眺めている。

　今朝は突然姿をくらまし、出発すればぼんやりしているアンジェルの様子に、ヘルミーネは胸中穏やかではない。

「うん、気分はいいわ。大丈夫」

「さようでございますか」

「……？　どうしたの、そんなにじっと見て」

「いえ、今日のアンジェル様は一段とお美しいので、ついつい見つめてしまいました」

「そうだとすれば、このドレスのおかげね」

　アンジェルがカルデイロに輿入れすることとなり、王妃はたくさんのドレスや宝飾品、調度品を用意させた。

　出発の今日は、レース使いが美麗な淡いピンク色のドレスを身に纏い、首元には花を象かたどったダイヤモンドのネックレスが輝いている。

　アンジェルの白い肌と相まって、全体的にふんわりと優しい印象を与える。

　初対面の王太子殿下もきっと気に入るに違いないと、着替えを手伝った衣装係の侍女たちは大盛り上がりだった。

「いえ！　身に纏われる方が美しくなければ、せっかくのドレスが台無しになりますわ。アンジェル様だからこそこれだけ完璧にお似合いなのですよ。間違いなく、王太子殿下も見惚れるはずです」

（そういえば……カルデイロの王太子殿下って……？）

「ねぇ、ヘルミーネ。カルデイロの王太子殿下は、どのようなお方なの？」

「どのようなお方か、ですか……肖像画を拝見したところでは、お顔立ちの整った素敵な方かと」

（肖像画……？　見た記憶がないわ。そこだけ抜け落ちてしまっているの……？）

「そ、そうなの……」

　見た記憶がないとは言えず、アンジェルは曖昧な返事で誤魔化す。

「現国王陛下がカルデイロを軍事国家へと成長させて、中枢を担っているのは王太子殿下だと耳に入れております。なんでも、幼少期から剣術を身に付けてこられたとか」

「幼少期から？」

「はい。王立騎士団を率いているのが王太子殿下だと聞いております」

「だからすごいのね、カルデイロの騎士団は」

　窓の外を眺め、アンジェルは納得したように呟く。

　馬車を取り囲むようにして、迎えにきたカルデイロの騎士たちが護衛を務めている。

　どの騎士もガタイがよく、鍛え上げた強靭な肉体の持ち主ばかり。

　見るからに戦い慣れしていそうだ。

（ということは、王太子殿下も彼らのような大柄で熊のような方なのね……）

「わたくしとしましては、アンジェル様の身の安全も守られるでしょうし、王太子殿下が団長職を兼任されていることは良かったと」

「そういうものかしら……？」

「もちろん、体の心配などはありますが、そこはどの国も歯が立たないカルデイロ王国の騎士団です。敗北の恐れなどありませんわ！」

　ヘルミーネは自分のことのように自信満々に熱弁する。

　アンジェルは「それならいいけれど……」と、また窓の外を眺めた。






　隣国であるカルデイロ王国へは、途中二度の休憩を取りながら馬車で丸一日がかかった。

　フローレンヌ国内は平坦な道が続くが、国境近くになると切り立つ山々に舗装がされていない道を進むこととなり、馬車は時折大きく揺れた。

　夜通し先を急いだ馬車は、日が昇り始める頃には関所を通りカルデイロ王国へと入る。

　王都に入り王宮を目指して進んでいくにつれ、建物や人の姿が増えていくのが手に取るように分かった。

「す、すごい……」

　王宮へと馬車が到着すると、高く聳える鉄製の門が開け放たれる。

　その先に見えた広大な庭園に、アンジェルは感嘆のため息をついていた。

　手入れの行き届いたボックスウッドが左右対称に模様を描き、はるか遠くに見える王城へと続く。

　その中央には白い立派な噴水が水柱を上げていた。

（いよいよ、ね……）

　見事な庭園を横目に、近づく結婚相手との対面にアンジェルの鼓動は高鳴りを増していく。

　馬車がかくっと停車すると、ヘルミーネが先に馬車から降りた。

「ようこそお越しくださいました、アンジェル姫」

　アンジェルの到着を迎えに出てきていたのは、小柄な年配の男性だった。

　身長はアンジェルとほぼ変わらないか、少し高いほどで、チョコレートカラーの髪はオールバックに撫でつけられている。

　口元には立派な髭を蓄えていて、アンジェルはついその口元をじっと見つめてしまった。

　刺繍の入ったジャケットやフリルのシャツを身に付けていることから、それなりに身分の高い人間なのだろうと予想する。

「わたくしは、ジークフリート・デューラーと申します。主に外交を務めております。遠いところを、アンジェル姫もヘルミーネ殿も、お疲れになったのではありませんか？」

　気遣われ、アンジェルは「いえ」と笑みをみせる。

「アンジェル・ローランと申します」

　アンジェルはふわりと膨らんだドレスの裾をつまみ、恭うやうやしく挨拶をする。

　その後ろに控えるヘルミーネが「伯爵様、お気遣いいただきありがとうございます」と首を垂れた。

（伯爵様なのね……）

「早速ですが、国王陛下がお待ちです。どうぞこちらへ」

　ジークフリートに先導されアンジェルが向かった先は、国王が待つ謁見の間。

　白と金が眩しい空間は、大理石の柱が左右均等の間隔で王座まで続く。

　金の模様が入る高い天井からは、ピカピカの金のシャンデリアがぶら下がっていた。

　アンジェルはサファイア色の目を大きく開き、その豪華絢爛な謁見の間を見回してしまう。

　祖国フローレンヌの謁見の間も広く美しいが、ここまで煌びやかではない。

　大国の謁見の間に終始驚きを隠せないアンジェルに、国王陛下──アルヌルフ・カルデイロは「ははっ」と豪快に笑った。

「ようこそ、アンジェル・ローラン。我がカルデイロ王国へようこそ」

　アンジェルは慌ててドレスをつまみお辞儀をする。

「お会いできまして光栄でございます」

「ははっ、そんな硬くならなくていい。婚儀が済めば、もう私の娘なのだからな」

　おおらかにアンジェルを歓迎する国王と、そのとなりで柔らかい笑みを浮かべて頷く女王陛下──ジークリンデ・カルデイロ。

　ふたりの様子に、謁見の間に入る前から上昇していた心拍も落ち着いていく。

（……？　肝心の王太子殿下の姿がないけど……）

　アンジェルがそんなことを思っていた時、国王の元へ侍従がやってくる。

　何かを耳打ちすると、国王は「なに？」と眉間に皺を寄せた。

「まだ戻っていないのか。まったく……あれだけ遅れぬようにと釘を刺したにもかかわらず……」

（戻ってない……？　遅れないように……？）

　国王の呟きにアンジェルは小首を傾げそうになったが、聞こえないふりをして笑顔を浮かべ続けた。

（もしかして、それって王太子殿下のこと……？）

　国王の呟きと様子、そして今この場に彼がいないことで、王太子殿下のことを言っているのだとピンとくる。

　しかし、結婚相手と初対面を果たすというその日に不在など、どれほどの用なのだろうか……？

（まさか、この結婚が嫌で、なんてこと……）

「アンジェル、申し訳ない。レジェスは……申し訳ないのだが、まだ──」

　その時だった。

　後方でガチャンと騒々しく扉が開け放たれる音が、謁見の間に響き渡る。

　何事かとアンジェルが振り返った先、遠く離れた入り口から颯爽と王座に向かって歩いてくる姿が目に映る。

　徐々に近づいてくるその顔を見て、アンジェルの鼓動はどきんと大きく打ち鳴った。

（えっ……う、嘘でしょ……？）

　艶のある流れるような漆黒の髪に、ブラウンアイの切れ長の瞳。高く細い鼻梁に薄い唇……。

　その整った美しい顔立ちは、見間違うはずもない愛する人──。

（洸希、さん……？　洸希さんだよね!?）

　しかし、上背のあるその身には、さっきまで馬車を護衛していてくれた騎士たちと同じ騎士服を纏っている。

　パニックを起こしそうなアンジェルのすぐそばでやってきた王太子──レジェス・カルデイロは、王座に向かって片膝をつき腰を落とした。

「ただ今戻りました。遅くなり申し訳ございません」

　国王に向かって首を垂れ、遅れて現れたことを詫びる。

　アンジェルはやって来たレジェスを凝視したまま、尋常ではない心拍の速さに自分自身で驚いていた。

「レジェス……花嫁を迎え入れるこんな大切な日に、お前は一体どこへ……」

「北に出没していた山賊が勢力を拡大していると聞き、討伐に」

「そうか……しかし、日が悪い。お前がわざわざ出ていかなくても、他の者に──」

　国王とレジェスのやり取りを横で聞きながらも、アンジェルの耳にはその内容は入ってきていない。

　聞こえるのは、自分の高鳴った鼓動の響きだけ。

（洸希さん……間違いない、絶対に洸希さんだよね!?）

　国王に向いていたレジェスの顔が、アンジェルへと向けられる。

　ここに来て初めて目が合って、アンジェルははっきりとその確信を持った。

　顔立ちはもちろん、彼の纏う空気を間違うはずもない。対面した時に長身だった彼を見上げるこの感覚ですら、アンジェルの体が覚えているようだった。

「レジェス・カルデイロだ。出迎えられず、申し訳なかった。婚儀まで、王宮内で体を休めてくれ」

「あっ、あの！」

「……？　なんだ」

　昂る感情のまま声を上げたものの、アンジェルの顔を見下ろした彼の視線は冷たく鋭い。

　しかし、その低く心地のいいビロードのような声をアンジェルが聞き間違うはずもない。

　その声に癒され、愛されてきたのだ。

「い、いえ……ありがとうございます」

　しかし、彼の迫力に負け、この場でそれ以上食いつくことはできなかった。

　レジェスは「では、失礼」と言い、王座にも丁寧に頭を下げる。

　踵を返し、颯爽と謁見の間から出て行ってしまった。

「アンジェル、すまない。愛想のない男で」

　国王は苦虫を嚙み潰したような顔でアンジェルに謝罪する。

　去っていったレジェスから王座に振り返ったアンジェルは、「いえ」と小さく首を横に振り微笑んでみせた。

（レジェス様は、洸希さんではない……？　でも、そんなはず……）

　他人の空似というレベルではなかった。

　しかし、アンジェルを前にした彼の様子はまるで初対面のようだった。

　突然この世界で目を覚ました〝真衣〟は、離れ離れになってしまった〝洸希〟の行方をずっと心配している。

　だから、さっきレジェスの顔を見て心臓が止まりかけたのだ。

　彼もこの世界に来ていたのだ！　と……。

　もしも〝洸希〟もこの世界にひとり来ていたとすれば、愛する真衣の行方を捜すに違いない。

　そして、さっきの対面では「良かった！」とどんな形でも再会を喜び合ったはずだ。

（どうして……？）

　結婚を約束していた彼の冷えた態度に、アンジェルは強烈なショックを受けていた。






　その後、アンジェルは王宮内に用意された自室へと案内された。

　天井の高い広々とした部屋には煌びやかなシャンデリアが下がり、壁紙は淡いピンク色。絨毯は薔薇柄で、花畑にいるような気分にさせられる。

「素敵な部屋……」

　部屋に入るなり、アンジェルはあちらこちらを見て感動していた。

　内装も、置かれる家具や調度品も、アンジェルを迎え入れるために用意された数々だ。

「アンジェル様、お部屋のご案内をいたします」

　アンジェルが国王らと対面をしている間、ヘルミーネは先にこの部屋に入り、女官長に各所の説明を受けていた。

「入り口の他に、扉が四つもあるけれど……？」

「はい。ひとつずつご案内いたします」

　祖国フローレンヌの自室にもふたつの扉があった。

　衣裳部屋と、アンジェル専用の湯浴み場だ。

　それよりもふたつ多い扉は、どこに繋がるのだろうか……？

「まず、こちらですが……衣裳部屋となります」

　部屋を入って左手、手前側にある彫刻の入った白い木製の扉を開くと、奥行きのある衣裳部屋が現れる。

　部屋の中にはずらりと色とりどりのドレスがかけられていて、アンジェルは思わず「わぁ！」と声を上げていた。

「アンジェル様のために、女王陛下が準備なさってくださったそうですよ」

「まぁ、そうなの？」

「はい。なんでも、王室所属のデザイナーに作らせたとのことです」

　部屋の中へと足を踏み入れ、グラデーションするように並ぶドレスを手に取り見ていく。

「どれも素敵なものばかり……」

　どのドレスも上質な生地と、一点一点凝ったデザインで、アンジェルは自分がこの国に歓迎されているのだと感じ取る。

　部屋の様子からも分かったが迎える花嫁のためにこれだけ準備してくれているのだから間違いない。

　ドレスの他にも靴や小物類、宝飾品も並んでいて、衣装室は飽きずにいつまでも見ていられる空間だ。

「アンジェル様、続いてはこちらです」

「衣装室の隣の扉ね」

「こちらは、アンジェル様専用の湯浴み場となります」

　衣裳室の隣の扉の先は、ひとり用とは思えないほどに広い湯浴み場となっていた。

　ヘルミーネや他の侍女たちも世話に入る場所だから、この広さがあれば十分に違いない。

　白い大理石造りの丸いバスタブには、こんこんと湯が注がれている。

「アンジェル様、残りはあちらになります」

　衣装室と湯浴み場と反対側、入り口から右手にあるふたつの扉。

「こちらは、わたくしたち侍女の控え室となっております」

　手前側の扉を押し開けると、奥はテーブルや小さなキッチンが付いた住まえる空間となっていた。

「ヘルミーネがここにいるなら安心ね。寂しくなったらすぐに呼べるわ」

「まぁまぁ、アンジェル様。御用の際にはいくらでも呼んでいただいて構いませんが、寂しい時に呼ぶ相手はわたくしではないのでは？」

「え……？」

　そう言ってヘルミーネはクスッと意味深に笑うと、開いた扉を静かに閉めてしまう。

　そしてその隣……最後の扉の前に立つと、四つ目にして初めて扉をノックした。

「失礼いたします」

　扉が開かれ部屋の中を見て、アンジェルは驚いたように目を見開く。

　アンジェルの部屋とは違う、紺色の絨毯が敷かれた広々とした部屋の真ん中には、天蓋のついた巨大な寝台が鎮座している。

（何……この部屋……）

「王太子殿下とアンジェル様の寝室でございます。こちらの部屋から直接この寝室に向かえるようになっております」

「……！」

　まさか、ふたりの寝室と繋がっているなんて思いもせず、アンジェルの顔はひとりでに赤く熱を持ってしまう。

「まぁ、アンジェル様はご想像力が豊かなようで」

「ちっ、違うわよ！　そういうわけじゃ……」

「何も恥ずかしがることではないですよ。王太子殿下にたくさん可愛がっていただいて、いずれアンジェル様はこの国の世継ぎをご懐妊されなくてはいけませんからね」

「ま、まだ婚儀も終えてないのに気が早いわ！」

　ほいほいと恥ずかしいことを言ってしまうヘルミーネに、アンジェルの紅潮した顔は戻らない。

　十八歳のアンジェルより十以上年上の大人なヘルミーネにとっては、さらりと言えてしまうような内容なのだろう。

「じきにご夫婦になられるのです。わたくしは、アンジェル様が殿下にしっかり可愛がっていただけるように、お仕えするだけですわ」

「もう……ヘルミーネったら」

　そんな会話を交わしながら、アンジェルは先程のレジェスの様子を振り返る。

（やっぱり、私を見ても何も感じていないようだった……）

　彼は遅れた謝罪と、最小限の挨拶を済ませると颯爽とあの場を去ってしまった。

　それはまるで、初対面の相手と接するようだった。

「ところでアンジェル様、殿下とのご対面はいかがでしたか？」

「え？　あっ、うん……国王陛下も目の前にいらっしゃったし、緊張して特に話したりはできなかったわ」

「さようでございますか」

　部屋の紹介を終えたヘルミーネは、高い天井まで続くガラス窓を開け放ち、アンジェルをバルコニーへと誘い出す。

　そこは王宮庭園を見下ろせる絶景の眺めで、アンジェルは外へ出るなり気持ちよさのあまりに深呼吸をしていた。

　先程馬車で通ってきた王宮正面の庭園も美しかったけれど、今見えている中庭も素晴らしい。

　薔薇は咲き乱れ、石造りの白い女神像がところどころに点在しているのが見える。

　中庭のほうにも、エンジェルをモチーフにした白い噴水が水しぶきを上げていた。

「アンジェル様、紅茶をお淹れしますね。いつものミルクティーでよろしいでしょうか？」

「ええ、ありがとう」

　大理石造りの手すりに手をかけ、そこからの景色を堪能する。

　と、見下ろす先に人の姿を捉え、アンジェルは「あっ」と声を漏らしていた。

「ヘルミーネ、ちょっと中庭に出てくるわ！」

「えっ、おひとりで出られるのは！　わたくしも一緒に」

「大丈夫よ。レジェス様のお姿が見えたから」

　ドレスの裾を摘まみ上げながら、アンジェルは小走りで部屋から出ていく。

　まだ王宮内の造りもよくわかっていないまま、さっき上がってきた螺旋階段を下くだり、なんとなくの感覚で外へと足を進めた。

（あ、いらっしゃった……）

　回廊から中庭へと出ると、レジェスはひとり噴水の前に立っていた。

　ぼんやりと、跳ねる水を眺めている。

「レジェス様！」

　アンジェルはその背後から近づいていき声をかけた。

　すでに近づかれている気配を感じ取っていたのか、レジェスは特に驚いた素振りも見せず振り返る。

　改めて顔を合わせて、アンジェルの鼓動は大きくどきんと音を立てた。

（やっぱり、やっぱり洸希さん……！）

「あ、あの！　わかりますか？　真衣です！　洸希さんですよね？　私たち、事故にあってこの世界に来てしまったんですよね!?」

　もしかしたら国王の前ということもあり、初対面を取り繕っていたのかもしれない。

　そんな可能性もあると思い、思い切って話を切り出す。

　しかし……。

「……マイ？　コウキ？　何を訳のわからないことを言っている」

「え……」

　レジェスは訝しげに眉間へ皺をよせ、やってきたアンジェルをじっと見下ろす。

　その目力に怯み、アンジェルはハッとして口を噤んだ。

（嘘……何も、覚えていないの……？　それとも、全くの別人だというの……？）

　そう思うが、レジェスを目の前にしてやはり他人の空似なんてことはないと確信を持つ。

　でも、自分はともかくとしても、彼まで死後この世界に来てしまうなんて偶然があるのだろうかとアンジェルは考える。

　あの事故で彼には命を落としてほしくなかったという想いもあるからだ。

（ううん……でも、どこに行ったって私が洸希さんを見間違うはずなんてない。その自信があるもの）

　遠くにいてもその姿を見つけられるし、目を瞑っていても香りで彼だとわかってしまう。

　一緒に過ごし育んできたものは、そう簡単に失われたりしない。

　ひとり心の中で葛藤しているアンジェルを不審そうに見つめていたレジェスが、つかつかと佇むアンジェルの目の前に立つ。

　ハッとして顔を上げると、切れ長の目がアンジェルのサファイアカラーの目をじっと見つめた。

「話はその訳のわからないことだけか」

「訳のわからないって……本当に何も覚えていないのですか？　わたくしのことも、わからないですか？」

「……何も覚えていないって、俺は初めから何も忘れていないし、お前のことは初めから知らない。今日が初対面だ」

「そんな……忘れてしまっただけですよね？　別人だなんて絶対に有り得ない！」

「まだ言うか……それなら、もう一度言おう。俺はお前とは初対面だ」

　ここまではっきりと言い切られてしまうと、アンジェルに成す術はない。

　これ以上色々なことを言って食いついたら、鬱陶しがられてしまうに違いない。

　困り黙り込んでしまったアンジェルに、不意にレジェスが手を伸ばす。

　俯く顔をすくい上げるように顎を持ち上げられた。

「っ!?」

　強制的に目を合わされ、アンジェルの鼓動はバクっと驚いたように跳ね上がる。

　レジェスは大きな瞳を更に見開いたアンジェルを見下ろし、その薄い唇の口角を吊り上げた。

「訳のわからないことを言って騒いで、俺の気を引こうという魂胆か？」

「えっ……」

「生憎、俺の気はそんなことで引けないぞ。国のために結婚はするが、お前を愛することはない」

　衝撃的な言葉の数々にアンジェルは絶句する。

　レジェスは氷のような冷えた視線でアンジェルを一瞥し、すっと手を離した。

（本当に、洸希さんじゃないの……？　ううん、違う。きっと、記憶を失っているんだわ……）

　自分は〝真衣〟としての記憶を残したままこの世界で目を覚ました。

　しかし、同じようにこの世界に飛んだ〝洸希〟は、〝洸希〟として生きた記憶を失い、レジェスとして生まれ変わった……アンジェルはそう考える。

「わかったら、大人しく婚儀を待つんだな」

　立ち尽くすアンジェルにそう言い残し、レジェスはその場から立ち去っていく。

　上背のあるその後ろ姿をじっと見つめながら、アンジェルはどこにぶつけたらいいのかもわからない苦しさに胸を締め付けられる。

　噴水の涼し気な水音だけがアンジェルの耳に届いていた。
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　アンジェルがカルデイロ王国にやって来て十日──。

　滞りなく婚儀も執り行われ、晴れてふたりは夫婦という関係となった。

　婚礼の儀の後、カルデイロ王国内を騎士団の護衛の元馬車で走り、参道に集まった多くの国民から祝福の声援を受けた。

　その後、王宮内では晩餐会が行われ、アンジェルはやっと自室へと戻ってきたところだ。

「ふう……」

　朝からきつく締めたコルセットのせいで、心なしか息がずっとし辛かった。

　大事な一日を過ごすために身を引き締めていたけれど、部屋に戻った途端力が抜ける。

「アンジェル様、改めまして本日はおめでとうございます」

　ドレスを脱がせるのを手伝いながら、ヘルミーネはにっこりと優しい笑みをアンジェルに向ける。

「ありがとう、ヘルミーネ」

「……あら、もしかしてお苦しかったですか？　お肌に跡が……」

　コルセットをはずすと、アンジェルの白い肌には締め上げた跡が薄っすらとついている。

「ええ、少しだけね。大丈夫よ」

「いけませんわ。湯に浸かって、よくマッサージしましょう。上質なローズオイルが届いておりますので」

　湯浴み場に入ると、湯気と薔薇の高貴な香りに包まれる。

　ヘルミーネの他、カルデイロに来てアンジェル付きになった三人の侍女を含め四人がアンジェルの湯浴みを手伝っていく。

　婚儀は滞りなく済み、アンジェルは今日正式にレジェスの妻となった。

　しかし、レジェスとはあの日以来ふたりきりで話をしていない。

『国のために結婚はするが、お前を愛することはない』

　はっきりとそう言ったレジェスに、アンジェルを前にして何か思い出す素振りは一向に見られない。

　その日から、アンジェルは様々なことに思いを巡らせている。

　あれから婚儀の準備などでレジェスのそばにいることがたびたびあったけれど、やはり他人の空似なんかではないと自信を持って断言できる。

　アンジェルはそう思い直していた。

　だとすれば、自分と同じようにあの事故後、彼もこの世界に来てしまったということ……。

　あの時、〝真衣〟としての意識が遠のく中、声を出すのも苦しそうな彼がかけてくれた言葉が耳の奥に残っていた。

『離さな、い、から……ずっと……いっ、しょ、だ──』

〝離さない〟〝ずっと一緒〟

　その強い想いが、またふたりを別の世界で引き合わせてくれた……。

　そんな結論に行きついたのだ。

　現に自分は事故後にこの世界に来てしまったということ。

　それなら、彼だってここに来ていてもなんらおかしな話ではない。

　レジェスが〝洸希〟なら、アンジェルをひと目見て〝真衣〟だとわかることは間違いない。

　それが全くわからないということは、前の世界での記憶を失っていることが考えられる。

〝洸希〟として生きたことが何らかの形で抜け落ちてしまったのなら、〝真衣〟のことも当然わかるはずがない。

　記憶喪失──アンジェルはそんな答えに行きついていた。

「今日はずいぶん念入りにお手入れするのね」

　温かいお湯の中で、アンジェルは髪を洗ってくれているヘルミーネに振り返る。

　他の侍女たちも腕や脚を洗ったりマッサージしたり入念だ。

「もちろんでございます。今晩は大切な初夜でございますから、私たちにできる精一杯の準備でアンジェル様を殿下の元へ送り出したいと」

　そんな言い方をされて、アンジェルは顔に熱が集まってしまう。

　温かい湯のおかげで赤面しているのは誤魔化せているけれど、ついナチュラルに会話を続けられなくなってしまった。

（大切な初夜、って……）

　体の隅々まで洗い上げると、仕上げのローズオイルでマッサージが行われる。

　ヘルミーネは長く美しいブロンドの髪を乾かし、丁寧に櫛で梳いていった。

「本当にお美しいです、アンジェル様」

　幾重ものレースが美しい純白のナイトドレスに身を包んだアンジェルを前に、ヘルミーネはうっとりと顔を綻ばす。

　他の侍女たちも頬を赤らめ、こくこくとヘルミーネに同調した。

「みんな、ありがとう」

「行ってらっしゃいませ」と侍女たちに見送られ、アンジェルはドアノブに手をかける。

　押し開けた扉の先、部屋の中にはまだレジェスの姿はなかった。

　静寂に包まれた広い部屋は照明が落ち暗く、窓から月明かりだけが差し込んでいる。

　ふたりきりになることはあれ以来で、アンジェルは次第に高まる緊張にゆっくりと深呼吸を繰り返した。

　そんな時、ガチャンとアンジェルが入ってきた方とは逆の扉が開かれる。

　現れたのはレジェスひとりで、アンジェルの緊張は一気に跳ね上がった。

「こ、こんばんは、レジェス様」

　初夜のために着たナイトドレスの裾をつまみ、アンジェルはぺこりと頭を下げる。

　後ろ手でドアを閉めたレジェスは、一瞬目を細め、じっとアンジェルの姿を見つめた。

　真っ直ぐに向けられる視線に、アンジェルの鼓動の高鳴りは増していく。

「疲れたか」

「い、いえ、大丈夫です」

　意外にも、部屋に入ってきて開口一番出てきた言葉はアンジェルを気遣うものだった。

　思わぬ声掛けにアンジェルはあからさまに動揺してしまう。

　本当は今日一日中気を張っていたし、緊張していて精神的に疲弊は大きい。

　しかし、それはレジェスも同じことだ。

「そうか」

　寝台の近くで立ち尽くしているアンジェルへ、レジェスが歩み寄っていく。

　対面すると、レジェスはなんの前置きもなくアンジェルの顎に指をかけた。

　黙ったまま顎を持ち上げると、ふたりの視線が交じりあう。

　突然近づいた距離に、アンジェルの心臓は大きく音を立てた。

「今日からお前は俺の妻だ。お前には、この国の世継ぎを産む役目がある」

「はい……」

「それがどういうことか……わかっているな？」

　顎を持ち上げていた指が頬を滑り、耳朶を摘まむ。

　僅かにアンジェルが肩を揺らすと、レジェスの傾けた顔がアンジェルへと迫る。

　ハッと息を呑んだ時には唇を塞がれていて、アンジェルは驚きに目を開いたまま固まった。

　アンジェルの桜色の唇を食み、生温かい舌が僅かな隙間を割って入っていく。

「っ……はっ、んっ――」

　アンジェルの口内に侵入した肉厚な舌は、歯列をなぞって更に奥を目指す。

　怯えたように縮こまるアンジェルの舌を捕え、誘い出すように吸い上げた。

「っ……んっ」

　アンジェルの口の端からは、どちらのものかわからない唾液が垂れてくる。

　唇を離すと銀の糸が引いた。

　突然の口付けに驚き息を上げたのもつかの間、レジェスの腕がアンジェルを抱き上げる。

　自らも騎士団の一員として剣を握る職務を担うだけあり、一見細身な背格好に見えるレジェスだが、その肉体は鍛えられ逞しい。

　アンジェルひとり持ち上げることなど容易いことで、軽々と寝台まで運んでいってしまう。

（この香り……やっぱり、洸希さんに違いない）

　抱き上げられ距離が近づくと、彼が放つ香りにアンジェルはまた改めて確信を持つ。

　安心する好きだった香りは忘れるはずもないし、感覚ではっきりと体が覚えているのだ。

「あっ」

　アンジェルを寝台に寝かせたレジェスは、逃がさないと言わんばかりに純白のドレスを組み敷く。

　ドレスの裾から熱い手が入ってきて、アンジェルはびくりと体を震わせた。
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「ずいぶんと物分かりがいいようだな……愛されないと知っても、自分の使命は全うするということか」

「それは……あっ」

　太腿を揉むように撫でられ、自然と声が出てしまう。

　アンジェルの顔が紅潮していくのを目の前にしても、レジェスの表情は無のまま感情は見えない。

　覗き込むレジェスの端整な顔が記憶の中の〝洸希〟と重なり、アンジェルは胸への切ない圧迫感を感じた。

（こんな感情の見えない表情で、彼は私に触れたことは一度だってなかった……本当に、何も思い出さないのね……）

「っ、あぁっ、やっ」

　太腿をのぼっていった手が内股に入り、すでに熱を上げていることがレジェスにバレてしまう。

　無意識に両手で口元を押さえたアンジェルだったが、その手は剥がされ頭の上できつく抑えつけられてしまった。

「声を我慢するな。感じるままに啼けばいい」

「あっ、だめっ」

　両手は押さえつけられたまま、レジェスのもう片方の手がドレスの上から乳房を掴む。

　びくんと大げさなくらい体が浮き、せめて恥ずかしい顔を見られないようにとアンジェルは顔を背けた。

「あっん、っ──」

　しかし、顔を背けたせいで向けてしまった耳をレジェスに狙われてしまう。

　ふんわりと柔らかい乳房の感触を確かめるように揉みながら、赤くした耳の中へ舌先が差し込まれた。

「あっ、やんっ」

　ぞくぞくとアンジェルの体内を快感が駆け巡る。

　ダイレクトに聞こえるレジェスの舌使いに悶えると、その巧みな舌にまた唇を奪われていた。

　濃厚な口づけに必死についていく間に、ドレスは器用に脱がされていく。

　生まれたての姿になったアンジェルを、レジェスは改めてまじまじと見下ろした。

「美しい……」

　きめの細かな白い肌。女らしい美しい曲線を描く体は柔らかく、触れたいという欲を煽る。

「恥ずかしい、です……あまり、見ないで……」

　寝台の上で裸体にされたその姿はあまりに無防備で危うく、アンジェルは脚を閉じ両手で胸元を覆う。

「隠されると見たくなるのが人の心理だ。だめと言われるとやめられなくもなる」

「あぁっ──」

　レジェスは胸元を隠すアンジェルの手の甲にキスを落とし、隠しきれていない膨らみに唇を押し当てる。

　吸い上げるとアンジェルの口からは甘い悲鳴が上がった。

　赤く浮かび上がった口づけの痕を目に、レジェスは何かに取り憑かれたように次々と痕を残していく。

　口づけ、吸われるたびにアンジェルは身悶え、眼下で増えていく痕に全身の熱を上げた。

（洸希さんも、いつもキスマーク残してくれてたな……）

　記憶の中の〝洸希〟と、目の前のレジェスが重なる。

　上体を起こし、ジャケットとブラウスを脱いだレジェスが再びアンジェルへと覆いかぶさる。

　目前にきたレジェスの左肩を見て、アンジェルはハッと目を見開いた。

「レジェス様……この、傷は……？」

　腕の付け根部に残る、五センチほどの深い切り傷の痕。

　同じような傷を〝洸希〟も肩に持っていた。

　それは肩を骨折した際の手術で残ったものだと聞いていたけれど、まさかレジェスも同じ傷を同じ場所に持っているとは思いもしなかった。

　アンジェルの中で〝たぶん〟というあやふやさを伴っていた記憶喪失という考えが、彼の傷を見た瞬間強い確信に変わった。

「昔……戦いの際についた傷跡だ。それがどうかしたか」

「戦いで……」

「恐ろしいか、傷など残して」

「いえ、そんなことはありません」

　むしろ、傷跡ですら愛おしい。

　アンジェルの指先が傷跡へと触れ、レジェスは不思議そうにアンジェルの顔を見つめる。

　なぞるようにして痕を触られた時、レジェスを突然の目眩に似た頭痛が襲った。

　額を押さえ、ぎゅっときつく目をつむる。

「……レジェス様？　どうなさりましたか？」

　その様子を見ていたアンジェルは、心配そうにレジェスを見上げた。

「いや……なんでもない」

　しかし、レジェスは誤魔化すようにアンジェルの首元に顔を埋め、首筋に舌を這わす。

　再び襲ってきた甘美な刺激にアンジェルは「ひゃっ」と思わず声を上げた。

　微かなリップ音を立てながら、アンジェルの肌を彷徨う唇は双丘へと辿り着く。

　両手で膨らみを包み込むと、乳暈の周りを舌でなぞっていく。

　じれったい快感の波にアンジェルは下肢をもじもじとさせ、目の前にあるレジェスの頭を抱き締めた。

「っあぁ、あっ──」

　桜色に色づく先端を舌でつんと突かれると、アンジェルの声はより一層高く上がる。

　レジェスは揺さぶるようにして執拗に乳頭を嬲り、主張してきた可愛らしい実を口内に招き入れた。

　唾液に濡れる熱い舌で敏感な部分を転がされると、アンジェルの下腹部はきゅんと反応する。

「あっ、やっん、あぁっ！」

　ちゅうっと吸引されるとアンジェルは嬌声を上げ、熱い吐息を漏らした。

「っ……レジェスさ、ま……」

「いいみたいだな……こっちもすでに濡れているじゃないか」

　ふわりとした黄金の下生えを通り、すでに潤う秘処へとレジェスの指が到達する。

　優しい手つきで襞を開き、中指の甲で蜜口を上下に撫でていく。

「あっん、やんっ」

　これまでの愛撫ですでに愛液は奥から浸潤し、入り口を擦るレジェスの指を飲み込もうとしている。

　レジェスは体を起こしアンジェルの脚を大きく開脚させた。

「やっ、レジェス様、恥ずかしい、ダメですっ」

「お前のいいところを見つけるためだ。恥ずかしくなんてない。全て見せるんだ」

「やんっ、だめぇ」

　恥ずかしさのあまり懇願するアンジェルだが、レジェスはそれを意地悪な微笑と共に受け流し、蜜が光る秘処へと顔を近づける。

　指で襞を開くと、すでにぷっくりと膨らんだ秘芽が現れた。

　レジェスの舌先が、つんと充血した秘芽に触れる。

　それだけでアンジェルの腰はびくんと震え、快感が体中を突き抜けていった。

　予想以上の反応に、レジェスはアンジェルの太腿をがっちりと抱え込み、更に舌でちろちろと舐め上げる。

　そしてキスをするようにちゅっと吸い上げた。

「あっ、あっ、ああっ、ひゃあん──」

　がくがくと腰を震わせながら、アンジェルはきつく瞑った目の裏でチカチカと光を見る。

　緊張から一気に弛緩した体は、シーツの上に深く沈み込んだ。

「……達したか。でもまだこれからだ」

「あっ、やっ──」

　休む間もなく蜜口に指先が触れ、ぬるりと中へ入っていく。

「ああぁっ、あっ」

　粘膜が押し広げられる妙な感覚。

　愛液が纏わりついたレジェスの中指が、蜜壺をゆるゆると擦り始める。

　抽挿を開始すると奥からとろとろと愛液が溢れてきて、アンジェルの臀部へと流れていった。

「あんっ、あっ、あぁ──」

　出たり入ったりを繰り返す指の動きに合わせて、粘液がクチュクチュと妖しい音を立てる。

　いつの間にか指は増やされ、二本の指がアンジェルの中を掻き回していた。

「すごいな、蜜がとめどなく溢れてくる……」

　引き抜いた指を見て、レジェスは不敵に口角を上げる。

　二本の指を引き離すと糸を引き、レジェスはアンジェルに見せつけるようにして光る指を舐めてみせた。

　朦朧とする意識の中で、アンジェルはレジェスが下履きを脱ぎ捨てるのをぼんやりと見つめる。

　現れた象徴は血管を浮かせ聳そそり立ち、アンジェルは鼓動がバクバクと更に早鐘を打ち始めるのを感じていた。

「初めては痛むと聞くが、我慢しろ」

（ああ、そうか……この世界では、私の体は処女なのだわ……）

　レジェスは呼吸を乱し、半開きになったアンジェルの唇に口付けを落とすと、秘処に熱杭を宛がう。

「あっ──」

　固く大きなものが突き進んでくると、粘膜を引き裂くような痛みが、受け入れようとする蜜口を襲う。

「あっ、いっ──」

　腰が引けるアンジェルにレジェスは深く口付け、紛らわせるように舌を絡ませた。

　暇をしている手で乳房を弄び、先端を指の腹で擦る。

　感じる部分を同時に攻められているうち、熱杭は奥へ奥へと少しずつ進んでいく。

「ああぁっ……」

　ぐっと腰を進められ、アンジェルは悲鳴に似た甘い声と共にビクンと背中をシーツから浮かせた。

「……入った、のですか……？」

「ああ……全部入った」

　内側から押し広げるような、それでいて滾たぎるものを咥えた入り口はじんじんとしている。

「痛むか？」

「少し、です……大丈夫」

　アンジェルの様子を気遣いながら、レジェスはゆっくりと腰を動かし始める。

「っ……んっ、あっ」

　破瓜の痛みだけに意識が持っていかれぬよう、レジェスは甘いキスを落とし、乳頭を指で摘まんだ。

「あっ、んあっ、あんっ──」

　次第にアンジェルの声は甘い啼き声へと変わっていき、レジェスは徐々に抽挿のスピードを上げていく。

　ぬちゃぬちゃとふたりの繋がる部分からは水音がし、静かな部屋には乱れた呼吸が響いていた。

「あぁっ、レ、ジェスさまぁ──」

　十分に慣らすと、レジェスはアンジェルの両腕を掴み起き上がらせる。

　向かい合う体勢にしてアンジェルを自分の上に乗せると、なめらかな尻を両手で包み込んだ。

「やっ、奥までっ……」

　自分の体重がかかることで、より深くにレジェスを呑み込んでしまう。

　寝台に両膝をつき無意識に腰を浮かせようとすると、下から突き上げるようにして熱杭が穿たれた。

「ああっ！」

　いつの間にか圧迫感とじんじんと苦しい感覚は遠退とおのき、下腹部から愉悦が全身に回っている。

「はぁっん、あっ、あっ、あぁっ──」

　逃がさないと言わんばかりに腰を掴まれ揺さぶられる。

　レジェスは目の前にある乳頭を口腔内に含み、強弱をつけて吸い上げた。

　上も下も、快感の波がとどまることを知らない。

「もうっ、だめぇ……っ、あぁっ──」

　どこかに飛ばされてしまいそうな感覚に陥り、アンジェルは目の前にあるレジェスの首に両手を巻き付け抱き付いた。

「まだだ」

　はぁはぁと呼吸を乱すアンジェルを、今度は四つん這いにさせ背後から覆いかぶさる。

　輝くブロンドの髪に口付けると、今度は後ろから一気に貫いた。

「ああぁっ──」

　蜜路がぎゅっとレジェスを締め付け、搾り取ろうと襞が蠢く。

　持って行かれてしまいそうなのをぐっと堪え激しく腰を打ち付けると、アンジェルは力なく体を支える両腕を崩してしまった。

　上半身を寝台に伏せ、腰だけを上げた体勢でレジェスを受け入れ続ける。

「はっ、あっ、あぁっ、もう、わたくし──」

　激しい交わりで、アンジェルの内腿には愛液が垂れ濡れ光っている。

　レジェスは背中から包み込むように華奢なアンジェルを抱き締め、最奥で熱い欲望を吐き出した。

　静寂に包まれた寝台に、ふたりの乱れた呼吸だけが聞こえている。

　倒れるように横になったアンジェルを、レジェスは黙って腕に抱いた。

「すまない……初めてなのに、辛くはなかったか」

　そう訊いたレジェスの額は汗ばみ、いつもさらりと流れている前髪が貼り付き乱れている。

　アンジェルは微笑を浮かべ「いえ……」と小さく横に首を振った。

「大丈夫です」

　その柔らかい笑みを目にして、レジェスはまた一瞬目眩のようなものを感じる。

　それを誤魔化すように、アンジェルを両手に抱き締めた。

　愛することはないと言ったレジェスが自分を気遣い優しい声を掛けてくれていることに、アンジェルは何故？　と混乱する。

　しかし、アンジェルの意識は温かい腕の中で遠退いていった。
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「アンジェル様、朝食の準備が整いました」

「うん、ありがとう」

　眩しい朝日が差し込み、窓辺には小鳥も遊びに来ている。

　窓際のソファに掛け朝の読書で本を開いていたアンジェルに、ヘルミーネが朝食の時間だと声をかけた。

　庭園が見渡せる広いバルコニーへと出ていくと、アンジェル専用のテーブルセットには美味しそうな朝食がすでに用意されていた。

　バスケットに入った焼き立てのパン。

　朝採れの野菜を使ったカラフルなサラダに、香ばしく焼かれたハム。

　アンジェルの好物であるフルーツも丁寧なカットが施され並んでいる。

「美味しそうね」

「それは良かったです。今、紅茶を淹れてまいります」

　ヘルミーネが去っていくと、アンジェルは食事を前に椅子へと腰を下ろす。

「ふぅ……」と、小さく息をついた。

　婚礼の儀も無事に終わり、王太子妃となったアンジェルは、本格的にカルデイロ王国での生活を送り始めていた。

　と言っても、何かが大きく変わったわけではない。

　王宮では祖国での過ごし方と変わらぬ毎日を送っているし、まだ特別大きな執務もないからだ。

　レジェスとは、初夜のあと何度が夜を共にしている。

　初夜こそ一度の交わりで許してもらえたものの、その後は一晩に何度も求められるようになり、アンジェルはそのたびにとろとろにされてしまうのだ。

（国同士の政略結婚……レジェス様は私を愛することは無いと言っていた。世継ぎのため、と。だけど、私に触れる彼はすごく優しい……）

　愛はないと宣言され、アンジェルは記憶を失い自分を全く思い出してくれないことに半ば諦めにも似た境地に立たされていた。

　しかし、それならばただ義務のために、欲望のままにアンジェルを抱くはず。

　そう覚悟をしていたのに、レジェスは壊れ物を扱うように丁寧に、時に気持ちをぶつけるように情熱的にアンジェルに触れるのだ。

（私がこの世界に来てしまったように、〝洸希さん〟もここに来ていて、そしてなんらかの原因で記憶を失ってしまったとする。もしそうなら、いつかは私のことを、〝真衣〟のことを思い出してくれる日はくるのかしら……？）

　記憶喪失というものは、何かの拍子に急に記憶を取り戻すことがあると聞いたことがある。

　それはいつ、どんなタイミングで訪れるかは誰にも、もちろん本人にもわからない。

　逆に、一生記憶を取り戻せないということだって有り得る。

（できれば思い出してほしいけれど、それが無理ならまた一から私を好きになってもらうために努力するだけのことね）

「あっ……」

　食事を始めようとしていた時、バルコニーの手すりの向こう、庭園にレジェスの姿を見つける。

　椅子を立ち上がりバルコニーの端まで向かうと、手すりに身を預けその姿を見つめた。

　ひとり散歩にでも出ている様子のレジェスは、ゆったりとした足取りで遊歩道を歩いていく。

「アンジェル様、どうかなさいましたか？」

　食事もせずに庭園を見下ろしているアンジェルに、紅茶を淹れ戻ってきたヘルミーネが背後から声をかけた。

「あ、ううん。レジェス様のお姿が見えたから」

「まぁ、そうでしたか」

「食事を終えたら、私も外に出てみたいわ。薔薇もすごく綺麗に咲いているようだし」

「かしこまりました。では、先にお食事といたしましょう」

　ヘルミーネに促されて椅子に腰を落ち着かせたアンジェルは、淹れたての紅茶が入るカップをソーサーごと手に取った。






　朝食を終え、身支度を整えると、アンジェルはひとり中庭へと出て行く。

　部屋からも庭園の様子は窺えるけれど、実際に訪れた薔薇の園は高貴な香りに包まれ麗しい気分にさせてくれた。

　真紅の薔薇、白やピンク、黄色と色とりどりの大輪の薔薇が目と鼻を楽しませてくれる。

　薔薇に囲まれるアーチ状のトンネルをゆったりと歩いていくと、ひらけた向こうからレジェスが歩いてくるのが目に入った。

　姿を見つけた瞬間、どきんと鼓動が高鳴る。

　もう城の中に戻ってしまっただろうと思いながらも、朝から会えたら嬉しいとほんの少し期待もしていた。

　思いがけず会うこととなり、アンジェルはすうっと深呼吸をした。

「レジェス様、おはようございます」

　薔薇の回廊から現れたアンジェルの姿に、レジェスのほうも驚いたように足を止める。

「お前か……どうした」

「お天気が良かったので、薔薇を見に、あっ──」

　そう言いながら駆けだしたアンジェルだったが、何かにつまずきつんのめる。

　目の前で転びかけたアンジェルに、レジェスは反射的に手を伸ばした。

「っ……ごっ、ごめんなさい」

「大丈夫か」

「はい……痛っ」

　咄嗟に受け止めてくれたレジェスのおかげで、地面に転ぶことは避けられた。

　しかし、つんのめった拍子に足首を捻ったらしく、アンジェルは顔をしかめる。

「どこか痛むのか」

　アンジェルを抱き留めたまま、レジェスはドレスの足元を見下ろす。

「……少し足を捻ったようですが、大丈夫です。ほら、立てます」

　レジェスの腕から離れ、アンジェルはひとりで立てると両足で真っ直ぐ立ってみせる。

　ほんの少し痛む感じはあるが、歩けない程ではない。

　つまずいた瞬間の衝撃で少し痛んだ程度だ。

「先程、レジェス様の姿をバルコニーから見つけましたので、もしかしたらまだ出ていられるかと思いながら来ました。なので、お会いできて嬉しいです」

　にこりと微笑み、アンジェルはレジェスを見上げる。

「そうか。ちょうどいい、向こうでティータイムにするところだが、一緒にどうだ」

「え……？」

　レジェスからの思わぬ誘いに、アンジェルはぱっと表情を輝かせる。

「ご一緒してもよろしいのですか？」

「ああ、お前の時間が許すなら」

「はい、喜んで！」

　薔薇に囲まれた庭園の一角では、すでにティータイムの用意が進められていた。

　テーブルには白地に金の模様が入ったティーセットが置かれ、焼き菓子と綺麗な色のマカロンが並ぶ。

　ふたりが並んで椅子に腰を落とすと、白いカップの中に琥珀色が注がれていく。

「あっ、ミルクは私のだけでいいわ」

　支度をする侍女がミルクポットを手にレジェスのカップに近づき、アンジェルは咄嗟にそう声を掛けていた。

　彼は昔から、紅茶は絶対にストレートしか飲まない。

　ミルクもレモンもどちらも入れない主義だった。

　しかし、言ったそばからアンジェルを焦燥感が襲う。

（それは〝洸希さん〟の話で、記憶がないレジェス様はもしかしたら、好物だったりしない……!?）

「申し訳ありません！」

　心配が頭を過よぎった時、ミルクを注ごうとしていた侍女とはまた別の、彼女より年が上だと思われる侍女が横から頭を下げた。

「殿下はストレートのものがお好きですものね」

　そう言いながら、小声でミルクを注ごうとした彼女に指導する。

（良かった……やっぱり、好きなものは変わらないのかしら……？）

　ホッとしながら湯気の上がるミルクティーのカップをソーサーごと手にすると、レジェスがその横顔を見つめた。

「どうして知っている……？」

　アンジェルとこうしてお茶の席を共にするのは初めてのこと。

　それなのに自分の紅茶の好みを知っているなんて、何故だろうとレジェスは不思議に思う。

「あ……昔から、そうだったからです」

　言っていいものだろうかと、アンジェルは一瞬迷った。

　しかし、包み隠さず事実を口にする。

　たとえ不審な目で見られたとしても、本当のことを口にするだけのことだ。

「昔……？」

「はい……。レジェス様は、また変なことを言う奴だと思うかもしれませんが……わたくしは、この国で初めてお会いしたあれより以前から、レジェス様を存じております」

「…………」

　アンジェルにそう言われたレジェスは、黙ってカップを手に取る。

　遠くに目をやり、何か考えるような横顔をアンジェルはどうしたのだろうとじっと見つめた。

「自分のことをマイ……。俺のことを、コウキ……と言っていたな。事故に遭って、この世界に来た、なんてことも」

　この庭園で初めて話したあの時、再会の喜びでアンジェルが口にした以前の名前。

　それをレジェスが改めて口にしたことにアンジェルは驚愕する。

　思わず口をぱかっと開いてレジェスを見つめてしまい、慌てて口元を引き締めた。

「そのこと、覚えていてくださったのですね……」

「ああ。変なことを言い出したと、印象深かった。あの時は、おかしなことを言って取り入ろうとしているなどと思ったが、そういうつもりでもなさそうだからな……」

　あの時は突き放すような言葉を掛けられ、アンジェルも少なからずショックを受けたのは確か。

　しかし記憶を失っていれば、おかしなことを言っていると思われるのは当たり前だと思い直したのだ。

「だが、事故に遭ってこの世界に来た、なんて話は全くもって理解に苦しむ。俺はずっとこの国にいるし、事故に遭ったこともない」

「はい……そう、ですよね……」

「……？　お前の話が本当だとすれば、俺は記憶でも失っているということになる」

「……！」

　レジェスがあまりにも的確に話を進めてきて、アンジェルは言葉を失う。

　驚いたようにサファイア色の瞳を大きく開いていることに、レジェスは小首を傾げた。

「どうして……そんな風に思われたのですか……？」

　この話をした時、耳を貸すのも馬鹿臭いという様子だったレジェス。

　それなのに、今は疑いながらもアンジェルの話に寄り添ってくれているようにすら思える。

　アンジェルにそう問われたレジェスは、口にしたカップをソーサーへと戻し、まだたっぷりと残るカップの中の琥珀色に目を落とした。

「……お前が来てから、頭の中で何か俺の知らないことがぼんやりと浮かんでくる。でも、もやがかかったようにはっきりしない」

「え……？」

「だから、お前の言っていることに興味が湧いた。しかし、俄かに信じがたいのも事実だ」

　レジェスの話を聞き、もしかしたら少しずつでも記憶が戻ってくるのではないかとアンジェルの期待は高まる。

（でも、きっと焦ってはいけないわ……無理に思い出させようとするのは、パニックを引き起こすとか、良くないと聞いたことがあるから）

「私も、同じです。信じられないと、少し前思ったばかりでしたから」

「……というのは？」

「事故に遭って、死んでしまったと思ったら、この世界で〝アンジェル・ローラン〟として存在していたんです。もちろん、この歳になるまでのこの世界での記憶もあって……だから、なんとかこうして〝アンジェル〟として自分を保てています」

〝真衣〟として死を迎えてしまい、〝アンジェル〟として転生してしまった。

　この状況、そう考えるのが一番筋が通る。

〝真衣〟として生きた記憶を持ったまま、〝アンジェル〟に転生したということだ。

　そうなると、レジェスは〝洸希〟の記憶を無くし、〝レジェス〟として生きることになったに違いない。

「私は、前の世界での記憶を持ったままこの世界に来ましたが、レジェス様は前の世界での記憶を失ってこの世界に来てしまったのではないかと、そう思ったんです。だって、またこうしてこの世界でも私たちは引き合わされた。結婚相手として……」

「……？」

　そんな言葉に、レジェスはアンジェルの横顔をじっと見つめる。

　くるんと長い睫毛に目を奪われていると、レジェスの視線に気付いたアンジェルが顔を向けた。

「私たち、前の世界でも結婚する予定だったんですよ」

　アンジェルから告げられた事実に、レジェスはまさかという想いで言葉を失う。

　にっこりと微笑むアンジェルに、何故だか胸がグッと圧迫されるように苦しくなった。

「結婚しようと、エンゲージリングをくれました。その翌日に、事故に……」

　思い出すだけでも胸が痛む。

　全身の痛みと手放しかけた意識の中で、彼が探すように腕を掴んでくれたこと──それは今も、その感触に至るまで覚えている。

「失っていく意識の中で、離さないと、ずっと一緒だと言ってくれたんです。だから、またこうして会えたって……」

　この世界で再会できた時、やはり運命の人なんだとアンジェルは確信した。

　離さないと、ずっと一緒だと言ってくれたことをレジェスは忘れてしまったかもしれないけれど、またこうして傍にいることができ、アンジェルは心から幸せだと思っている。

　運命──その言葉は、本当にあるのだと……。

　アンジェルの話を黙って聞いていたレジェスは、それ以上何も言葉を発さなかった。

　落ちた沈黙に、アンジェルはまた喋りすぎてしまったと我に返る。

「あの、レジェス様」

「……？」

「いろいろ話してしまいましたが、無理に思い出そうとしたり、考え込んだりしないでください」

　記憶を失ってしまったのなら、思い出してほしいとアンジェルは願っているはずだとレジェスは思っていた。

　それなのに、どうしてそんなことを言うのかと切れ長の目を細める。

　探られるような目で見つめられ、アンジェルは目尻を下げ柔らかい笑みを浮かべた。

「思い出せなくても、また好きになってもらえるように努力します。だから、レジェス様はレジェス様のままでいらしてください」

　諦めたわけではない。

　取り戻せないなら、また一から築き上げていくだけのこと。

　出逢った頃のように、少しずつ歩み寄っていけばいい。

　アンジェルの優しい笑顔に、レジェスは鼓動が速まるのを感じていた。






　その晩──。

　無数の星が煌めく夜空を、アンジェルは窓辺から静かに見上げていた。

　今晩は細く欠けた三日月が、ほんわりと夜の闇に光を発しているのが幻想的で美しい。

「アンジェル様」

　夜空を眺めるアンジェルに、やってきたヘルミーネがそっと声をかけた。

　振り返ると、ヘルミーネは一礼する。

「アンジェル様、殿下がお呼びだそうです」

「え？」

　どきんと、勝手に心臓が跳ね上がる。

　夜が更けてからレジェスが呼んでいるということが意味するのは、これから肌を重ね合うという予告のようなものだ。

　しかし、それにしてはいつもより時間が早い気がする。

「湯殿ゆどのでお待ちだということです」

「え、湯殿で……？」

「はい。参りましょう」

　ヘルミーネに先導され、向かった先はアンジェルもまだ知らなかった宮殿の地下。

　階段を降りていくと、むっとした湿気が肌に感じられる。

「こんなところに湯殿が……？　知らなかったわ」

　アンジェルは暇を見つけてはヘルミーネに付いてもらい王宮内を探索している。

　宮殿内や庭園、この間は騎士団が稽古をしている闘技場も見に行った。

　しかし、敷地面積が広く、全てを簡単に見て回れるものではない。

　宮殿内もまだ回れていない場所が多くある。

「こちらの湯殿は、怪我や病に効能があるとされた湯が湧いているそうで、殿下はよく入られているそうです」

「そうなの……あの、なぜ私を？　まさか、一緒に入るなんてこと」

　体を重ねた関係であるといえ、一緒に湯に入るというのはまた別問題。

　明るい場所で堂々と裸を見せるというのは、また違う羞恥で耐えられないと思われる。

「お背中をお流しになるということではないでしょうか？　でも、アンジェル様がご一緒にと言うならば、それは殿下も──」

「違うわよ！　それは恥ずかしいもの！」

「まぁ、さようでございますか？」

　少しムキになって言い返したアンジェルが可愛らしく、ヘルミーネはくすくすと笑ってみせる。

　アンジェルはすでに顔をピンク色に染めて、「そうよ！」と頬を膨らませた。

「お背中を流すだけならいいわ」

「ふふ、さようでございますか」

　螺旋状の階段を降り切ると、奥からちゃぽんと水の音が聞こえてくる。

　アンジェルはヘルミーネの手伝いの元ドレスを脱ぎ、用意されていた湯着に着替えた。

「では、行ってらっしゃいませ」

　ヘルミーネに見送られ、アンジェルは湯気の上がる湯殿へと足を踏み入れる。

　高い天井には大理石の円柱が等間隔に立ち並び、中央には巨大な浴槽が広がっていた。

　その大きさ、迫力に思わずアンジェルの足が止められる。

　縦横共に十数メートルはあると思われる浴槽は、まるでプールのように広い。

　並々と注がれる水面からは湯気が立ち上っていた。

　入ってきたアンジェルに気付いたレジェスは、入り口から一番奥で湯に浸かっていた。

　腕を上げると、ちゃぽんと水音が木霊する。

「レジェス様、お待たせしました」

「ああ、待っていた」

　浴槽から湯が流れ出、レジェスへと向かって歩いていくアンジェルの足先を濡らす。

「お背中を流しにまいりました」

「そんなことのために呼んだのではない」

「え……？」

　湯から立ち上がったレジェスは、腰回りに布を巻いた格好だった。

　漆黒の髪は濡れ、無造作にかき上げられていて妙に艶っぽい。

　もう何度も見ているはずなのに、逞しい胸板や割れた腹筋を前にするとアンジェルの鼓動はたちまち高鳴りだす。

　湯の中に立ったまま、黙ってアンジェルへと手を差し伸べた。

「あの……？」

　やはり一緒に入るのかと動揺すると、手を握ったレジェスは浴槽の縁にアンジェルを座らせ、そっと脚を湯の中へとつけた。

「この湯は万能薬と同じだ。くじきにもよく効く」

　今朝、転びかけて足を少し痛めたのを気遣ってくれたと知り、アンジェルは一瞬言葉が出てこなかった。

　嬉しさが胸に広がり、温かくぽかぽかする。

「今朝のこと、気にかけてくださったのですか……？」

「気にかけたというほどのことでもない。大げさだ」

　言葉はぶっきらぼうでも、そこに優しさを感じる。

　アンジェルは湯の中で足をふわふわと泳がせながら、レジェスににこりと笑顔を見せた。

「ありがとうございます。普通に歩けていますし、問題ないかと。でも、これでより心配いらなくなりました」

「そうか。見せてみろ、腫れてはないか？」

　目の前で胸まで沈んだレジェスが、アンジェルの痛めた脚を手に取る。

　触れられただけでそこが熱を持ち、全身に緊張が駆け巡った。

「だ、大丈夫です。腫れてなどないはずで──」

　ふくろはぎを持って上げられた脚に、レジェスの視線がじっくりと注がれる。

　痛みを感じた足首をじっと見つめ、そこにそっと口づけを落とした。

「あっ……」

　思わずそれらしい声が出てしまい、慌てて口元を押さえる。

　湯殿で音が反響するということもあり、より聞かれたくない声が響いたように聞こえた。

「なんだ、足の具合を見ているというだけなのに」

「え、あ、いや、今のは……はぁっ──」

　意地悪く笑みを乗せた唇が、今度はちゅっと吸い付く。

　今度こそ甘い声が漏れ出てしまい、アンジェルは頬を赤く染め上げた。

　ざばっと目の前で水しぶきが上がり、縁に腰かけたままのアンジェルにレジェスが迫る。

　ハッとした時には目前に濡れたレジェスが迫り、押し当てるように唇が塞がれていた。

「ふっ、んっ……」

　唇に吸い付くようなキスを仕掛けられ、わずかな隙間から舌が押し入ってくる。

　あっという間に舌を搦め取られ、アンジェルは全身の力が抜けていくのを感じた。

　湯気と自分たちからの熱気でぼんやりとし始めると、レジェスはアンジェルの後頭部に手を添え、温まったタイルへと押し倒す。

　浴槽から流れ落ちる湯が、タイルに広がったアンジェルの黄金の髪を濡らしていく。

「……レジェス、様……？」

「煽ったのはお前だ」

「わたくし、煽って、なんか……あっ」

　レジェスはアンジェルの身に着ける湯着を肩からずり下ろし、露わになった胸に吸い付く。

　乳頭を舌で嬲られ、びくんと肩を揺らした。

「あっ、やっ……」

　湯殿にいるせいか、普段よりも体が熱く感じる。

　立ち込める湯気のせいなのか、触れてくる指が吸い付くようで、アンジェルは体も敏感になっているような気がしていた。

　大きな手の平が乳房を包み込み、形を変えるように揉まれていく。

　そうしながら人差し指が敏感な先端を擦るものだから、アンジェルは無意識に胸元にあるレジェスの両手首を掴んでいた。

「なんだ、この手は」

　フッと笑って、レジェスはアンジェルを見下ろす。

　アンジェルがふるふると横に首を振ると、レジェスはアンジェルに手首を掴ませたまま桜色に色づく先端にしゃぶり付いた。

「あぁっ、だめっ──」

　刺激を与えられた乳頭から、電気が走ったように快感が駆け抜ける。

　チュッと音を立てて口内から解放された実は、舌で丁寧に舐め転がされていく。

　両胸の先端を交互に可愛がると、レジェスはすでに呼吸を乱すアンジェルをタイルから抱き起こした。

　まだ全身を湯につけたわけではないのに、アンジェルの身に付ける湯着はすでにほとんどが濡れてしまっている。

　レジェスは浴槽の縁に座らせたアンジェルの脚を片方ずつ持ち上げ、秘処がよく見えるよう華奢な太腿を開脚させた。

「やっ、こんな明るいところで、こんなっ」

　アンジェルは背後のタイルに両手をついた状態になり、自分で曝け出してしまった恥ずかしい体勢に抗議の声を上げる。

　しかし、レジェスはもちろん取り合ってはくれない。

　それどころか悪戯に微笑し、秘密の場所をじっくりと観察する。

「湯にも入ってない場所が、ずいぶんと濡れているようだが？」

「っ！　そ、それは……レジェス様が、私に、触れるから……」

「触れられたら誰が相手でも、お前はこんな風になってしまうのか？」

「そっ、そんなこと有り得ません！　レジェス様だから……レジェス様にしかこうなりませんっ」

　なんとも恥ずかしいことを言わされていると気付いたのは、口を閉ざした後。

　レジェスはわざと意地悪なことを言って、アンジェルの口から自分を求める言葉を引き出してみたかったのだ。

　恥ずかしさから目を潤ませるアンジェルを満足そうに見上げたレジェスは、すでに潤う秘処に触れる。

　襞を丁寧に広げると、蜜に引き寄せられる蝶のように唇を近づけた。

「あっ、ぃやっ──」

　愛液で光る割れ目にキスをされ、開かされた脚が跳ねる。

「閉じていいと言っていないぞ」

「やっ、でも──」

　意識的ではなく体が勝手に反応し、反射的に脚に力が入ってしまった。

　そのせいで開かれた脚が閉じかける。

　レジェスはアンジェルの膝裏を両手で掴んで固定した。

「ああっ、やぁ、そこはダメぇ……！」

　開かれ外気にふれた蜜口を、熱い舌先が舐め上げる。

　下からゆっくり上り詰めると、すでに熟れた実がぷっくりと姿を露わにしていた。

　レジェスは尖らせた舌でぺろりと秘芽を撫でる。

　またタイルからアンジェルの腰は浮きかけたが、レジェスは構わず秘芽をちろちろと舌で揺さぶった。

「あっ、あっ、あぁっ──」

　湯殿にはアンジェルの嬌声が響き渡る。

　レジェスはすっかり力なく荒い呼吸を繰り返すアンジェルを抱き上げた。

「人払いはしているが、もし間違って誰かが下りてきたら、お前の声が丸聞こえだろうな」

「へっ……!?」

　アンジェルを横抱きにし、湯の中を歩いていきながら、レジェスは意地悪く口角を吊り上げる。

　波のように押し寄せる快感に抗えず、声が湯殿を響き渡っていることなど考える隙もなかった。

　今更遅いとわかりながらも、アンジェルは両手で口元を覆い隠す。

「気にするな、誰も来やしない」

「そ、そんなことわからないじゃないですか！」

「心配性だな」

　ふっと笑ったレジェスは、アンジェルを湯の中にそっと立たせる。

　包み込むように後ろからアンジェルの首に両手を回すと、濡れた黄金の髪に口付けを落とした。

「レジェス様……？」

　振り向いたアンジェルに、レジェスは柔和な笑みを見せる。

　今少し前までの意地悪な笑みとは違い、アンジェルは不意にどきんと鼓動を高鳴らせた。

「お前はもう、俺の妻だ。レジェスでいい」

「え……」

「アンジェル」

　名前を口にした唇が、アンジェルのこめかみに口付ける。

　初めて〝アンジェル〟と名前で呼んでもらえたことに、アンジェルは感激して一瞬にして目に涙を浮かべてしまった。

　濡れて肌に貼りつく湯着の裾から、レジェスは手を忍び込ませる。

　内腿を撫で、さっきまで口にしていた秘処にたどり着くと、すでに濡れて潤った蜜口に中指がゆっくりと沈み込んでいった。

「ああぁ……やっ、あぁ」

　飲み込まれていった中指が、内壁を擦りながら引き抜かれてくる。

　出たり入ったりを繰り返しながら、その指はすぐに二本に増やされる。

　アンジェルは押し寄せる快感で力が抜け、ガクンと体勢を崩した。

「あっ、だめっ、もう、あぁっ──」

　レジェスはそんなアンジェルをすかさず腕に抱き留める。

　ハァハァと息を乱すアンジェルの臀部に、硬く脈打つレジェスの欲望が押し当たった。

「……っ、あぁっ」

　潤いほぐされた秘唇に宛がわれた熱杭が、ずずっと粘膜を押し広げて挿入される。

　アンジェルは背を弓なりに反り、ひと際大きな声で啼いた。

「あっ、レジェスっ……あんっ、んんっ──」
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　柔らかな胸を揉みしだき、力強く下から揺さぶりをかけてくるものの、握った手には優しいキスを落とすレジェス。

　飛んでいきそうな意識の中で、アンジェルはきゅんと胸を震わせた。

（どこに行っても、たとえ私のことを忘れてしまったとしても、それでもやっぱり私は、あなたが好き──）

　ここで、この世界で、また初めから少しずつ築き上げていけばいい。

　湯殿での甘やかな情事は、改めてアンジェルにそんな想いを募らせた。






　夜も深くなった頃──。

　ふたりはいつもの寝台の上で寄り添い、眠りにつこうとしていた。

　あれから湯殿では、アンジェルは何度もレジェスに啼かされてしまった。

　のぼせてしまいそうになる寸前でやっと解放され、思わぬ濃密な時間にアンジェルは酔いしれた。

「気分はどうだ」

　レジェスがアンジェルの手を取り、腕の中に閉じ込める。

　これまでレジェスがこんな風に抱き締めてくれることはなく、アンジェルは密かに鼓動を弾ませていた。

「……大丈夫です。すみません、ご心配をおかけして」

　湯の中で交わり、熱くなればタイルの上へと上がり、そうしてレジェスはアンジェルがのぼせないようにと気遣ってくれていた。

　しかし、そのうちアンジェルを抱くことに夢中になり、気付けばアンジェルは赤い顔をしてぼんやりとしていたのだった。

「すまなかった。つい、その……」

　夢中になってしまったとはばつが悪く口にできず、レジェスは言葉に詰まる。

　アンジェルはわずかに不思議そうな視線で彼を見上げたが、なんとなく内容を察し「いいんです」とクスッと笑った。

　この世界で初めて話した日、もう前のようには戻れないとアンジェルはショックと共に覚悟も決めた。

　そんな風に始まった政略結婚だったが、日に日にレジェスの様子に変化が出てきたとアンジェルは身をもって実感している。

　はじめはほとんど目も合わさず、会話は必要最低限しかなかったけれど、今はそれも確実に変わってきている。

　それがどうしてなのか、その真意はわからないけれど、少しでも自分のことを好いてもらえたらとアンジェルは思う。

「もし、お前の話が全て本当で、俺が違う俺の記憶を失っているとすれば……」

　話の区切りがつくと、レジェスは落ちた沈黙の中で話を切り出す。

　アンジェルは黙って、腕の中からレジェスを見つめた。

「全て、思い出して欲しいとは、思わないのか……？」

「それは……」

　そばにいた自分のことを、これまでの思い出を、何もかも初めから無かったように忘れてしまったのは途轍もなく悲しかった。

　もちろん、思い出してほしいと何度も思った。

「俺がお前の立場なら、到底耐えられない。一緒にいたことも、存在すら知らないなどと言われてしまったら……結婚する間柄だったなら尚のこと」

　レジェスの手が、宥めるようにアンジェルの頭を撫でる。

　その優しい手つきに、アンジェルはすり寄るようにレジェスの首元にくっついた。

「もちろん、全て思い出してほしいって思いました。今朝、無理して思い出そうとしないでくださいと言いましたが、思い出してほしい気持ちが無くなったわけではないです。ただ……」

「ただ……？」

「これからを、大切にしていこうって思えたから」

　この世界にくる前のこと。その思い出も大事でかけがえのないものには変わりない。

　だけど、〝アンジェル〟として生きていくこれからの未来だって大切。

　忘れ、無くしてしまったのなら、またひとつずつ積み上げていけばいい。

「アンジェル」

　アンジェルが顔を上げると、その唇にそっとキスが落とされる。

　レジェスは美しい顔で微笑むと、またアンジェルの肩を抱き寄せた。

「お前は前向きで、心根の優しい人間だな」

「いえ、そんな……」

「互いの国のための結婚など、どんな妃を迎え入れても俺には全く興味がないものだった。だからはじめ、お前にも酷いことを言ってしまった」

（レジェス……）

「でも、お前と過ごすうち、俺の中で何かが変わり始めている」

「え……？」

「少なくとも、もっとお前のことを知りたいと思っているし、一緒の時間を過ごしたいと思っている」

　思いも寄らないレジェスの言葉に、アンジェルは喜びで胸がいっぱいになる。

　そんなことをこの先言ってもらえるなんて思ってもみなかった。

「嬉しいです。そんな風に言ってもらえるなんて、夢みたい……」

　夢ならこのまま覚めないでと、アンジェルは本気で願う。

　レジェスはアンジェルを腕に抱いたまま、その耳元で「夢なんかじゃない」と優しい声音で呟いた。

















取り戻した大切なもの












　姿見の前でくるりと一回転し、鏡の中にいるドレス姿の自分を見つめる。

　周囲ではヘルミーネをはじめ侍女たちが「お美しいです」などと口にしながら見守っている。

　光沢のある淡いレモン色のドレスは背中が広く開いたデザインで、アンジェルの美しい体のラインがはっきりと表れる。

　ふんわりと広がるプリンセスラインの裾は、繊細なレースと宝石が鏤ちりばめられ華やかだ。

「とてもお似合いです、アンジェル様」

「本当？　それなら良かったわ」

「はい。そういった黄色味のドレスもすごくいいですね」

　アンジェルは好んでピンク系やブルー系のドレスを選ぶことが多いが、今日は普段は着ないものにチャレンジしてみようと、衣装室に並ぶドレスの中からこのドレスを選んだのだ。

「殿下もお喜びになると思いますよ」

　ヘルミーネにそう言われて、アンジェルは頬を染める。

「そうだといいけれど……支度も済んだし、時間まで少し外を散歩してくるわ」

「さようでございますか。では、わたくしもご一緒に」

「ひとりで大丈夫よ。すぐに戻るから」

　付き添うというヘルミーネを制し、アンジェルはひとり部屋をあとにした。

　今日は、レジェスがアンジェルのために王室御用達の宝石商を招くと約束している日。

　この間、湯殿でのぼせたあとの寝台で眠りにつく前、レジェスが思いついたように約束を取り付けたのだ。

　これだけドレスも宝飾品も用意してもらい、欲しいものはないと言ったアンジェルだったが、レジェスが何か気に入るものを贈りたいと決めたのだ。

　いつものように階段を下り、一階の回廊から中庭へと出ていく。

　薔薇の高貴な香りにふわりと包み込まれ、アンジェルはそれを体に取り込むように深く息を吸い込んだ。

「アンジェル様……でございますか？」

　薔薇を手に取り鼻を近づけていた時、背後から男性の声がかけられた。

　アンジェルが振り返ると、そこには見知らぬ男性がひとり。

　庭園内で見かける庭師の格好に身を包み、肩には大きな鋏を背負しょっている。

　色黒でガタイがよく、肩につくかつかないかほどの長髪頭。

　年の頃は四十代ほどだろうか。

「はい……？」

「申し訳ありません。本日よりこちらで仕えることとなったのですが、どうやら迷ってしまったようで」

　庭師だという男性はがははっと笑ってみせる。

　アンジェルはその様子を目に、にこりと笑みを浮かべた。

「そうでしたか。わかります、わたくしも来たばかりの頃は広くて迷いましたもの」

　宮殿内はもちろんのこと、庭園も広く全て回るにはかなりの時間を要する。

　アンジェルですら、未だ全てを把握しているわけではない。

「誰か、人を呼びましょうか？」

　アンジェルが気を使いそう訊くと、男性は「いえ」とどこか慌てた口調で答えた。

「アンジェル様、よろしければご案内いただけないでしょうか？」

「え、わたくしがですか？」

「ええ」

　男性は歯を出しにこりと笑顔を見せる。

　アンジェルはまさか自分が直々に案内を頼まれるとは思ってもおらず、一瞬返答に詰まってしまう。

（どうしましょう……いいのかな、ちょっと案内するくらい……）

　アンジェルは幼い頃から、知らない相手や初めて会った人間にはついていってはならないと教えられてきた。

　それは王女のアンジェルを狙う者が多く存在するからだ。

（ここは城内だし、大丈夫よね）

「わたくしで構わないのでしたらご一緒いたします」

「ありがとうございます。では、お願いします」

　快く男性の案内を引き受けたアンジェルは、庭園を先導して薔薇の園を進んでいく。

　そういえばどこに向かいたいのだろうと男性に振り返ろうとした時、背後から鼻と口元を覆われ、アンジェルは一瞬のうちに意識を失った。
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　執務室では、レジェスが険しい顔をしてジークフリートの話を聞いていた。

　近年、国を跨いで暴れている山賊たちが勢力を増してきたため、近隣国が同盟を結び、盗賊の撲滅を図ろうという話が進められている。

　これに関し、レジェスも騎士団を率いて何度か他国に協力で出向いていた。

「南のナヴァールも同盟国となったのは、どうやら奴らが南に流れているからだと」

「……こちら側は自由が効かなくなってきたからだろう。奴らもしぶとい」

「あ、しかし、ヌアザムカは同盟国から外れるとのことです」

　ジークフリートからの報告を受け、レジェスは眉間に皺を寄せる。

「外れる……？」

「ええ。理由は存じませんがそのような報告が上がっております」

「ヌアザムカは謎めいている国だからな……怪しいものだ」

　カルデイロ王国から東に位置するヌアザムカ帝国は、大国だが閉鎖的な国で内情はあまり知られていない。

　レジェスが知るところでは、アンジェルの祖国、フローレンヌに婚姻を申し入れたことがあるということ。

　アンジェルの父──フローレンヌの国王陛下は、娘の結婚はカルデイロ王国との約束が決まっていると、ヌアザムカにアンジェルを花嫁として出すことを断った。

　やはり、娘の結婚は国の運命をも左右すると慎重になったことは正解だったのだ。

　花嫁をもらえなかったことでヌアザムカより何か報復があったとしても、今のフローレンヌにはカルデイロ王国の後ろ盾がある。

「……まぁいい。報告は以上か？」

「はい、以上となります」

　話がまとまると、レジェスはおもむろに席を立ち上がり置き時計で時間を確認する。

「殿下、何かお急ぎの用でも？」

「ああ、今からアンジェルとの約束がある」

「さようでございますか。それは急がねばなり──」

　ジークフリートの声を遮るように、執務室の扉が騒々しく開け放たれる。

　何事かとふたりが目を向けると、そこにはアンジェルの筆頭侍女、ヘルミーネの姿があった。

　飛び込んできていたヘルミーネは、真っ青な顔をしている。

　何もなくこんな無礼な入室をするはずもなく、レジェスの胸に何か嫌な予感が駆け抜けた。

「どうした」

「殿下、アンジェル様が、アンジェル様が……！」

　ヘルミーネは相当動揺している様子で、上手く言葉が出てこない。

　レジェスはヘルミーネまで駆け寄り、気を確かに持つよう、彼女の肩を両手で揺さぶった。

「落ち着け。何があった」

「アンジェル様が、アンジェル様がっ……」

　そう言いながら手に持っていたものを差し出す。

　ヘルミーネの両手にあったのは、パールの装飾がついたレモンイエローの靴。

　今日、イエローのドレスに合わせてアンジェルが履いていたものだ。

「これは……アンジェルが、一体どうしたんだ!?」

「これが、庭園に残されていまして……でも、お姿がどこにもなく、いくら捜しても、お呼びしても、どこにも……」

　そんな話をしていた時だった。

　開いたままのドアから「団長！」と騎士団の団員が二人駆け込んでくる。

「申し訳ありません！　アンジェル様が何者かに連れ去られました！」

　衝撃の報告を受け、ヘルミーネはショックのあまりその場に座り込んでしまう。

　レジェスはそれ以上何かその場で言うこともなく、飛び出すようにして執務室を出ていった。

「どういうことだ！　城の警備はどうなっている」

　城内を駆け抜けながら、レジェスはあとから付いてくる団員に問う。

「滞りなく配備されています」

「なら何故そのような事態が起こる!?」

「聞いた話では、アンジェル様を連れ去った男は庭師として雇われた男だと」

　一体どこの賊が紛れ込んだのかと、レジェスは奥歯を噛み締める。

「とにかく話はあとだ！　アンジェルの元へ向かう」

　厩舎へと向かったレジェスは、最低限の準備をして城を飛び出していく。

　先にアンジェルを追っていったという騎士団のあとを追いかけていった。

　これまで、カルデイロ王国に報復を仕掛けてくる国は存在しなかった。

　それは、軍事力で勝まさると自信のある国が存在しなかったからだ。

　しかし、情勢が変わってきたのだろう。そんな中でカルデイロ王国がフローレンヌよりアンジェルを娶めとったことが好機となったのかもしれない。

（アンジェル……どうか無事でいてくれ……！）

　風を切ってレジェスが駆け抜けていくと、巻き起こった疾風で森の木々たちが騒めく。焦燥感に駆られているせいか、もっと速くと気持ちばかりが先走る。

　その時だった──。

　木々に囲まれた森の中の一本道に、突如道を塞ぐように現れた人の影。

　相手の手にある物を瞬時に見つけたレジェスは、後に続く団員に叫んだ。

「広がれ！　射られる──」

　レジェスの迅速な声によって、後方の団員たちは道を外れる。

　しかし、相手が放った弓がレジェスを乗せた馬の脚を掠め、驚いた馬が思わぬ動きでレジェスを振り落とした。

「──っ!?」

　地面に体を打ち付け、レジェスの体はそのまま山の斜面を転がり落ちていく。

　馬のいななき、団員たちの声──ふっと遠ざかる意識の中で、アンジェルの顔がはっきりと浮かぶ。

　それを皮切りに、走馬灯のように頭の中で様々な光景が駆け巡っていく。

　溢れ返るように取り戻されていく知らない自分の存在。

　稲妻に打たれたような感覚を覚えた直後、レジェスはハッと目を開いた。

「真、衣……」

　その名を口にした途端、抜け落ちていたピースがはめ込まれる。

「アンジェル……アンジェル……！」

　打ち付けた体をものともせず立ち上がり、レジェスは剣を握りしめた。
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　頭が重いと感じながら震える瞼を持ち上げると、暗い視界の中、目の前には薄汚れた木の床が見え、アンジェルはぼやける目をこらした。

　固いところに転がされているせいか、体が痛い。

　わずかに体を動かすと、両手両足が拘束されていることに気が付いた。

（そうだ……庭園で庭師だという男に案内を頼まれて、その直後に襲われて……）

　恐怖でわずかに全身がかたかたと勝手に震えだす。

　ここは一体どこなのか、自分は一体どうなってしまうのか。

　目をこらすと、どうやらそれほど大きくはない小屋のような場所だというのがわかった。

「お目覚めですか、王太子妃」

　手足を縛られ、横倒しにされた状態でもぞもぞと動いていたアンジェルに、向こうから近づいてきた黒いブーツを履いた男が声をかける。

　首を回し迫ってきた姿を見上げると、それは王城でアンジェルに案内を頼んだあの長髪の男だった。

「ここは、どこ……？　わたくしをどうするつもり？」

　自分を案ずるアンジェルを、男はハハッと嘲笑う。

「さぁ、どうなるんだろうなぁ？　俺にもよくわからねぇ。雇われた身だからな」

（雇われた……？）

「ただひとつわかるのは、もう元の場所に戻ることはできないだろうなってことだけだ」

（え……そ、そんな……）

　アンジェルを見下ろしていた男が目の前で腰を落とす。

　自由が効かない腕に触れると、肩から首筋へと指を這わせていく。

　白く透明感のある肌に、男はごくりと生唾を呑み込んだ。

「少しくらい味見しても、文句は言われねーか……」

「いっ、いやっ、触らないで！」

　全身を波打たせて逃げようとするアンジェルを、男は楽しそうに「ははっ」と笑う。

　どこからともなく取り出したナイフで、アンジェルの身に付けるレモンイエローのドレスの胸元を引き裂いた。

「いやぁぁぁ！」

　ドレスで隠れていた双丘の始まりに、レジェスの残した赤黒い痕が現れる。

　男はそれを見つけると、妖しく口角を吊り上げた。

「ほう……王太子にはずいぶんと可愛がられているようじゃねぇか」

　愛の証を、薄汚い太い指が突く。

　恐怖のあまりアンジェルは瞬きを忘れ、見開いたその瞳には涙がいっぱいに浮かぶ。

「やめて……触らないで……」

　もう、ダメかもしれない。

　そう思ってしまうと声も震え、喉が詰まるように苦しくなる。

　そんなアンジェルの様子にも構うことなく、男はアンジェルに馬乗りになった。

（もう、ダメ……このまま、わたくしは──）

　諦めの気持ちできつく瞼を閉じた、その時だった。

　小屋の中に響き渡る衝撃音と共に、暗い部屋に光が差し込む。

　蹴り飛ばされ壊されたドアの元、逆光で人影が黒く浮かび上がった。

　慌てたように男が立ち上がり、動けないアンジェルの前へと立つ。

「俺の大事な妻から、今すぐ離れてもらおう」

　低く冷徹な声が聞こえたと思った次の瞬間には、男の鼻先に剣が突き付けられていた。

　現れたレジェスの姿に、アンジェルは胸がいっぱいになる。

　絶望と覚悟。その狭間で自分の運命を呪っていた最中に差し込んだ希望の光。

　彼の顔を見た瞬間、アンジェルはもう大丈夫だと確信が持てた。

「おっ、お前は……」

「命が欲しければ、どこの差し金で動いたのか、全て話してもらおう」

　動けば即斬られてしまう状況に、男は切っ先から逃げるように後退りしていく。

「アンジェル──」

　アンジェルから離れた男は後から入ってきた騎士団員たちに取り押さえられ、レジェスは動けないアンジェルに駆け寄った。

　倒された体を抱き起こし、存在を確かめるようにきつく抱き締める。

「アンジェル、良かった……」

「レジェス、レジェス……！」

　手足の縄を解くと、アンジェルは縋りつくようにレジェスに抱き付く。

　不安と恐怖から逃れるように腕に力を込めると、彼の体温、匂い、包み込んでくれる全てに安心感が広がっていく。

　レジェスはアンジェルが安心できるまで抱き締めた腕を緩めなかった。






　王城に戻ったアンジェルは、すぐに王宮医によって怪我などがないか診察を受けた。

　その後、ヘルミーネら侍女たちに丁寧に湯浴みをしてもらい、汚れた体を綺麗にしてもらった。

　その間、レジェスは捕えた男たちの尋問を行っていた。

「アンジェル」

　ノックがされた扉が開き、レジェスが顔を見せる。

　アンジェルをひとりにさせないようにとヘルミーネが付き添っていたが、レジェスが戻るとヘルミーネが部屋を出ていった。

「気分はどうだ？」

「はい……ありがとうございます」

　レジェスはアンジェルがかけるソファに腰掛け、膝の上で組んだ手をそっと取る。やっとふたりきりになれたことに、互いが安堵の気持ちに包まれていた。

「奴らは、ヌアザムカに雇われた山賊だった」

「えっ……ヌアザムカに……？」

「ああ。以前、フローレンヌに結婚の申し込みがあったと聞いている」

　アンジェルを連れ去った男は、ヌアザムカに雇われた山賊の男たちだった。

　自国に迎え入れたかったアンジェルが、婚姻の申し込みを断ってきた後にカルデイロに嫁いだこと……。

　その真意はあくまで憶測でしかないが、ヌアザムカにとって、それが起爆剤になったのかもしれない。

　今朝方の報告で同盟国から外れたとも聞き疑問に思っていたが、こういうことだったのかとレジェスは今になって納得がいっていた。

「山賊を雇うとは、やり方が感心しない。こんなことをして自国がどうなるのか、ヌアザムカはどうやら想像力に乏しかったようだ……」

　淡々と話すレジェスの言葉に、アンジェルは悪寒を感じずにはいられなかった。

　報復──そんな二文字が頭を過よぎる。

「あの、レジェスっ」

「……？」

「戦争は……起こさないでほしいです。どっちの国のためにも」

　懇願するようにそう言ったアンジェルを見つめ、レジェスは黙ってその続きを求める。

「戦争が起きれば、弱い立場の人たちが多く犠牲になります。だから、違う方法で……それが何かはわからないのですが、ヌアザムカとは話せないでしょうか」

「あんな酷い目に遭わされて、なぜそのようなことを」

「確かに、恐ろしい目に遭いました。今も、まだ怖いです。でも……その国にいるというだけで、罪のない人たちまで傷付くのは耐えられない」

　女性、老人、子どもたち……。

　戦争が起きれば、多くの人が犠牲となる。

　そして終戦しても、敗れた国で生き残った人たちには壮絶な人生が待っている。

　自分の想いをはっきりと口にしたアンジェルに、レジェスは小さく息をつく。

　そして、両手でアンジェルを抱き寄せた。

「お前は……やっぱり心根が優しい」

「レジェス……」

「……わかった。お前がそう言うなら、考えなくてはならないな」

　レジェスから返ってきた言葉に、アンジェルはほっと胸を撫でおろす。

「ありがとう、レジェス」

　ぎゅっと抱き締め返しながら、アンジェルは思い出したようにハッとして体を離した。

「あのっ、体は大丈夫ですか？　助けに来てくださる前、落馬されたと耳にしました。お怪我は？」

　心配するアンジェルを、レジェスはフッと笑い再び腕の中に閉じ込めた。

「なんともない、大丈夫だ。でも……」

「……？」

「思い出したよ……真衣」

　その名がレジェスの口から出てきたことで、アンジェルは時が止まったような感覚に陥る。

「えっ……今、なん、て……」

「真衣……全部、思い出した」

　抱き締められた腕の中で、アンジェルは瞬きを忘れる。

　そしてそのサファイア色の瞳から、大粒の涙が溢れ出した。

「思い、出したって……うそ、本当に」

　レジェスは腕を解き、アンジェルの顔を間近でじっと見つめる。

　顔を確かめるようにひとつひとつのパーツを目に焼きつけ、最後に視線を合わせた。

「良かった……またこうして、巡り合うことができて」

　レジェスのその言葉で、アンジェルは声を上げて泣き始めてしまった。

〝真衣〟と彼の口から出てきたなら、記憶を取り戻したのは間違いない。

　嗚咽を漏らしながら涙を流すアンジェルを、レジェスは落ち着くまでしっかり抱き締めていた。

　互いに言いたいこと、聞きたいことは山ほどある。

　しかし、言葉にするより互いの存在を確かめるように抱き締め合うことで、昂り抑えきれない感情は少しずつ落ち着いていった。
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「今日は、いろいろあって独りじゃ眠れないだろう。眠るまでそばにいる」

　やっと涙も止まり呼吸も落ち着いてきたのを感じ取ったレジェスは、そっとアンジェルに囁きかける。

「はい……」

　ソファを立ち上がり、レジェスがアンジェルを連れて行った先はアンジェルの自室の寝台。

　寝台の縁に掛けるように促されると、アンジェルは無意識にレジェスの腕を掴んでいた。

「……？　どうした」

「あ……えっと……」

　そばにいるだけではなく、安心するように体温を感じていたい。

　もっと触れていたいし、触れてほしい……。

　そんな想いが上手く言葉にできないまま引き留めてしまう。

　涙に濡れた瞳でレジェスを見上げると、レジェスは優しく微笑みアンジェルの額にキスを落とした。

「あのっ、一緒に寝たいです。だめですか？」

　勢い余ってそう誘ってみて、「あっ」と気付く。

「もしかして、まだお休みになれないのですか？　まだ執務が残っているとか」

「いや、そんなことはない」

　そう言ったレジェスは、予告なくアンジェルを横抱きで持ち上げる。

　ふわりと浮かんだ体に、アンジェルは綺麗なブルーの瞳を大きく開いた。

「妻からそんなおねだりをされたら、応えるのが夫の務めというものだろう」

「……！」

　軽々とアンジェルを抱いたレジェスが向かった先は、ふたりの部屋から行き来ができる夫婦の寝室。

　アンジェルの鼓動は次第に高鳴りを増していく。

　広い寝台に丁寧にアンジェルを下ろすと、レジェスはジャケットを早急に脱ぎ捨てた。

「レジェス……」

　名前を口にすれば、寝台に上がってきたレジェスに唇を奪われる。

「……んっふ……ふっ、あ……」

　啄ついばむように触れていた口付けは、やがて上唇を吸うようにされ、舌が口内へと探るように侵入してくる。

　上顎の歯列を舐めるようにしたレジェスの舌は更に奥へと進み、絡みつくようにアンジェルの戸惑う舌を搦め取った。

　ぴちゃぴちゃと卑猥な水音が生まれ、濃厚な口付けにアンジェルは全身の力が抜けていきそうになる。

　口蓋を撫でるように更に奥を侵されると、いよいよびくんと体が跳ねてしまった。

　すかさずレジェスはアンジェルの細腰を抱き留め、自分へと引き寄せるようにして抱き締める。

「っ、レジェス……」

　すっかり逆上せたように紅潮した顔で見上げたアンジェルを、レジェスは口角を吊り上げて不敵に笑った。
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　覗き込むようにしてまたアンジェルの濡れた唇を吸い上げるように口付けると、「外して」と、身に着けているブラウスのボタンをアンジェルに外してもらおうとねだる。

　おずおずとボタンに手をかけると、こうして脱がして欲しいとよく指示されていたことをアンジェルは思い出していた。

　がっちりとした肩や厚い胸板、鍛えられ無駄な肉のない筋肉が主張する逞しい腹部が目前へと迫り、アンジェルの鼓動はますます激しく打ち鳴る。

「アンジェル、お前も見せてほしい」

　熱を帯びたレジェスの眼差しがアンジェルを真っ直ぐに見つめ、その指が夜着へと触れる。

「あっ、レジェス……！」

　簡素な夜着はあっという間に前を開かれ、アンジェルは恥ずかしさのあまり咄嗟に胸元を両腕を交差させ覆い隠していた。

　寝台のそばに置かれた照明器具の淡い光が、アンジェルの透き通る肌を美しく照らしている。

　シルクのシーツの上に散らばったアンジェルの長い黄金の髪をそっと集めるように整えたレジェスの指が、胸元を覆い隠す細い手首を掴んだ。

「隠すな。美しいお前を見たい」

　低く囁くようなその声だけで、陶酔してしまいそうだった。

　掴まれた手首を胸元から退かされ、その両手は左右の耳の横でレジェスの大きな手に縫い付けられてしまう。

　素肌が露わになってしまったことで、アンジェルは耳朶までを赤く染め上げていた。

　レジェスの艶めかしい視線がアンジェルの白く丸い双丘へと注がれる。

「ぃやっ……そんなに、見ないで……」

　すでに深いキスで息を乱したアンジェルが懇願することは、レジェスを余計に煽る材料でしかなかった。

「美しい……アンジェル……」

　手首を解放したレジェスの両手が、アンジェルのツンと形のいい乳房を包み込む。

「あっ……」

　温かいレジェスの手の中に包まれたその感触だけで、アンジェルはビクリと肩を震わせていた。

　眼下で自分の胸を鷲掴むレジェスの骨張った指を目にし、更なる羞恥がアンジェルを追い詰める。

「レジェス……ぃや、恥ずか、しい」

「そんなことを言われれば、もっと辱めてやりたくなる。お前は何度抱いても慣れないんだな」

　意地悪くそう囁いたレジェスは、柔らかさを確かめるように包み込む乳房をやんわりと揉み始めた。

「そんな、こと、慣れな、んあっ、や、あっ……」

　レジェスの手の中で自由に形を変える自身の膨らみに、アンジェルは甘い声を上げていた。

　体に湧き起こるむずむずとする感覚と、眼前で広がる淫らな光景に、下肢が意識とは別にもじもじと動いてしまう。

　柔らかさを堪能したレジェスの指先が、不意にその頂を掠め、アンジェルは「あんっ」と自分のものとは思えない高い声を上げていた。

　それを見逃さなかったレジェスは、すかさず人差し指の腹で左右の乳頭を擦り始める。

「あっ、あっ、いやぁ……！」

　いやいやと頭を振り、震え始めたアンジェルの手が、筋肉を主張するレジェスの太い腕に触れる。

　与えられる刺激から解放してもらうべく掴んだその腕は、アンジェルの懇願する指を無視し、更に小刻みに膨らみ始めた先端を捏ねるように撫で回す。

　アンジェルの半開きになった唇から次々と漏れ出る甘ったるい吐息に、レジェスは妖しく口角を引き上げた。

「これがいいのか？　すっかり硬く色づいてきている」

「あっ……はっ、もうっ」

「……でも、お前は昔からこうされるほうが好きだよな？」

「ふぁっ、あぁぁぁ──」

　アンジェルの声が一段と大きくなった時、擦られて硬くなった頂はレジェスの舌にゆったりと嬲られていた。

　下から上へ、味わうかのように舐め上げられる。

　かと思えば、桜色の乳暈ごと口内に含まれ、強く吸い上げられた。

〝昔から〟なんて言うのは、レジェスが失っていた記憶を取り戻したからだろう。

　どこを触られるのが好きなのか、どう触れば感じるのか。

　体の隅々まで知り尽くした彼が戻ってきたと思うだけで、アンジェルは下腹部がきゅんとしてしまう。

「あぁんっ、レジェス……もう、いけ、ませんっ……」

　アンジェルの声が上擦るように震えている。

　気を良くしたレジェスは両手で双丘を包み寄せると、すっかり主張した乳頭を交互に舌で転がし味わった。

「お前のここは飴玉のように甘くて美味しい」

「んっ、そんな、こと……んあっ」

　否定するアンジェルの声はすでに相当甘く、快感に溺れ始めている。

　レジェスが音を立てて乳頭を味わうと、込み上げる羞恥から首を左右に振って訴える。

　構わず乳房から脇腹を撫で、腰を通ったレジェスの熱い手は、アンジェルの秘処へと指を滑らせる。

「あっ、やぁ」

　反射的に閉じた脚に力が入ってしまう。

　しかし、強く乳頭を吸い上げられる刺激に負け、だらしなく下肢を開いてしまった。

　その隙に入り込んだレジェスの指先が、潤い始めている秘裂をなぞる。

　新たな刺激に、アンジェルの腰がビクンと跳ね上がった。

「あぁぁっ……！」

「相変わらず感度のいい体だな。ここはもうこんなに蜜を垂らしている」

　レジェスの指が、蜜で潤い始めた花弁を広げるようにして開く。

　そこをゆるゆると前後に擦られると、中から更に愛液が溢れ出した。

「あっ、あぁっ、あぁ──」

　執拗に秘裂を撫でるレジェスの指が、ある一点を擦り始めるとアンジェルの腰が高く跳ね上がった。

「んあっ、あぁっ……！」

「腰が浮くほどいいか。もっと良くしてやろう」

　秘芽を擦る指を止めたレジェスの手が、アンジェルの太腿を更に広く開かせる。

　突然のことに飛びかけた意識のまま肘をつき上体を起こしかけると、アンジェルの両脚をがっちりと腕に抱いたレジェスが、蠱惑的こわくてきな微笑を浮かべてアンジェルを見つめていた。

　その艶っぽい視線が、露わにされた秘処に注がれる。

「あっ、レ、ジェス……そんな、じっと見ないでっ……」

「綺麗な花弁が甘い蜜に濡れている……」

　何度体を重ねていても、そんな場所をまじまじ見られるなんて耐えられない。

　羞恥に染まるアンジェルに追い打ちをかけるように、レジェスは恥ずかしい言葉をわざと口にする。

　アンジェルがいやいやと首を振るのを満足そうに見つめると、掴んだ太腿を引き寄せるようにして花唇に顔を寄せた。

「……あっ、やっ！」

　熱く濡れたレジェスの舌が、アンジェルの秘裂を開くように舐め上げる。

　その刺激にビクリと腰が浮き上がると、レジェスは逃がすまいと言わんばかりに掴む太腿を強く抱き直した。

　丁寧に下から上へと舌を滑らし、アンジェルの溢れ出した甘い蜜を舐め取っていく。

「ぃやぁっ、そんな、ところ……だ、めぇ、もう、だめぇ──」

　湯浴みしているとはいえ、そんなところを口にされるのは毎度頭の中まで真っ白に染まってしまったように恥ずかしい。

　だけれど、その思いとは別に、体は疼くように快感を巻き起こしていく。

　レジェスのざらつく舌が味わうように秘唇を撫でるたび、甘ったるい声が自然と口から漏れていく。

「俺を感じて、こんな甘い蜜を垂らして……」

「はっ……あっ、んっ……あぁん」

「舐めて綺麗にしようと思ってるのに、どんどん溢れてくる……中まで掻き出さないと駄目なようだな」

　襞を開くようにしていたレジェスの舌が、その先へ侵入をし始める。

　すっかり濡れそぼった蜜壺へと入ると、そこからはクチュクチュと卑猥な音がした。

　硬く尖らせた舌が中へ進んでは引き、掻き回すように暴れ回る。

　こんなことはいけないと頭の中で思いながらも、押し寄せる快感に抗えなくなってしまう。

「あぁっ、やっ、レジェス……あぁぁ──」

　いつの間にか下肢に入っていた力は抜け、だらりとはしたなく脚を開いた状態になっていることにアンジェル自身も気付かない。

　抵抗をやめたアンジェルの脚を抱くのをやめたレジェスは、蜜口に舌を挿し込んだまま、ヒクヒクとする秘芽を親指で刺激し始めた。

　その瞬間、アンジェルの腰がガクガクと悶える。

　レジェスが舐め取る花襞から、また甘い蜜がとろりと流れ出していた。

「ああぁっ、もうっ、だ、めぇ……！」

　ぎゅっと目を瞑ったアンジェルの真っ暗な視界の中でチカチカと光が点滅する。

　受けていた刺激に体は震え、アンジェルは力なくシーツに体を預けていた。

「アンジェル……可愛い」

　上手く空気を取り込めず、アンジェルはハァハァと浅い呼吸を繰り返す。

　やっと舌を抜いたレジェスは、顔を上げ、再びアンジェルの体に寄り添った。

　舌を失った蜜壺が、アンジェルの意思とは別に荒々しく蠢いている。

　呼吸を乱し半開きになったアンジェルの唇に、レジェスは深いキスを落とした。

　食べられてしまいそうな激しい口づけのあと、すぐに唇を割って舌を挿し込んでくる。

　アンジェルの舌を搦め取ると、嬲るようにし、そして強く吸った。

　突き抜けた快感を味わい、アンジェルも自然とそのキスに必死に応じる。

　ふたりが互いに絡め合うキスは、クチュクチュと水っぽい音を響かせていた。

「んっ……レジェス……」

　今までで一番深い口付けを終えると、アンジェルの口の端からはどちらのものかわからない唾液が垂れていた。

　それをレジェスは親指で拭い、ぺろりと舐めてみせる。

　朦朧とした意識の中で、アンジェルはレジェスの手が再び秘処に近づくのを感じていた。

　悪戯なその指が秘裂に触れ、中へとゆっくり入っていく。

「あっ……やんっ……！」

　先ほどまで舌で掻き回されていたそこは、歓迎するようにレジェスの指を呑み込んでいく。

　その感触がありありとわかり、アンジェルは両手で口元を覆った。

　舌よりも更に奥に進んでいくレジェスの太い指は、内壁を擦るように動き始める。

　新たな刺激にアンジェルは腰を浮かせ、嬌声を発していた。

「あっ、やぁっ、あぁっ──」

　口を押さえながら必死に自分の甘い声を止めようとするアンジェルの耳元に、レジェスは唇を寄せる。

「いつも言ってるだろ、声を抑えるな。もっと啼いている声を聞きたい」

「やぁっ、そ、んな……」

「その声に俺も欲情する」

　レジェスはそう囁くと、耳朶を甘噛みし、首筋にきつく吸い付いてくる。

　アンジェルの白い肌に赤い痕がつくと、レジェスはデコルテや乳房へも次々と吸い付いていった。

　涙を浮かべ喘ぎながら自分を見下ろしたアンジェルの目に、無数の口付けの痕が映る。

　依然、抽挿が続く秘処が更なる圧迫感を感じ、アンジェルの下肢はビクリと震えた。

　一本だった指が二本に増やされ、蜜窟を擦り上げる。

　中でばらばらと自由に指を動かされ、溢れる蜜はアンジェルの臀部まで流れていた。

　シーツにも滴り落ちているさまが、アンジェルの快感を物語っている。

「アンジェル……」

　ふやけるほど濡れた指を引き抜いたレジェスは上体を起こすと、手早く全ての衣服を脱ぎ捨ててしまう。

　レジェスの下腹部に付くほど滾った男の証は、その先端から汁を垂らし、アンジェルの中に入るのを今か今かと待ちわびていた。

　レジェスはアンジェルに覆い被さると、その硬い塊を濡れそぼった秘唇へと宛がう。

　それが花芽を掠め、腰がシーツから浮き上がった。

「あぁんっ──」

　レジェスが手に握った雄茎でヒクつく秘唇を撫でていく。

　焦らすように上下に擦られたかと思うと、蜜口へとぬるりと侵入し始めた。

「んあっ……あっ」

　愛液が十分な潤滑剤となり、あっという間に太く長い熱杭は根元まで飲み込まれる。

　アンジェルは無意識のうちに迫るレジェスの首に両腕を回し、しがみつくようになっていた。

　腰を進めてきたレジェスの動きが止まり、アンジェルを腕に抱くと、深く息を吐き出した。

「……大丈夫か？」

　中を侵す大蛇のように荒々しい雄茎とは裏腹に、レジェスは気遣うような優しい声音でアンジェルに囁きかける。

　体の奥がキュンとして、咥え込んだレジェスの質量をありありと感じた。

　自分の中でどくどくと波打っているそれが、最奥からゆるゆると外へ抜かれていく。

　レジェスの熱いものがもたらす快感を知ってしまっているアンジェルの体は、出ていってしまう雄茎を引き留めようと襞をうねらせる。

　きゅっと締め付けられ、フッと笑ったレジェスはアンジェルの上唇をチュッと吸い、首筋を舐め上げる。

　それだけでも敏感に反応し、アンジェルは甘い声で啼いてしまう。

　ゆっくりと奥まで進み、再び外へと引かれ、それを何度となく繰り返す。

　繋がるその部分からはグチュグチュとレジェスの熱杭によって蜜が掻き出される音が部屋に響いていた。

「はぁ、んっ……あっ、あぁっ、んっ──」

　ますます甘さを増すアンジェルの啼き声に、レジェスは抑えていた抽挿のリズムを上げていく。

　アンジェルの中でレジェスを包む蜜襞がうねるように絡みついた。

「アンジェル……後ろからしたい」

　レジェスが耳元でそう囁くと、アンジェルは素直に「はい」と寝台の上で四つん這いになる。

　とろとろになった秘処をレジェスに向けると、おねだりするように自然と腰がゆらゆらと揺れていた。

　背後からフッと笑うのが聞こえたとほぼ同時、ずずっと固く熱いものに貫かれる。

　後ろから包み込むようにアンジェルを抱き、レジェスは腰を振るい始める。

「はぁっ、あっ、あぁん」

「すごい……絞りとられそうだ」

　休むことなく抽挿を続けながら、揺れる乳房を両手で弄ぶ。

　桜色の先端を摘まむと、中がきゅっと締まるのを感じた。

「あぁっ、あんっ、わたく、し……もうっ、壊れて、しまいます！　もうっ、あぁぁ──」

「壊れたりしない。たっぷり愛して、今よりもっと俺なしでは生きられない体にしたい」

　強く、深く、早急に──。

　レジェスは欲望のままにアンジェルを激しく突き上げる。

　アンジェルの蜜襞はレジェスを熱く包み込み、扱くように絡みついていた。

「……っ、んっ──」

「ああぁっ、んあぁっ……！」

　激しく突き上げられた先、最奥で猛り切った熱杭が弾けるように精を爆発させた。

　ぎゅっとアンジェルの体をきつく抱いたレジェスも呼吸を乱し、その逞しい体はしっとりと汗ばんでいる。

「……っ、レジェス……」

　アンジェルの中で欲を吐き出したレジェスが、どくどくと震えている。

　ふたりしてシーツの上に倒れ込むと、迎えた絶頂に体が弛緩するアンジェルをレジェスは愛おしそうに抱き締めた。

「愛しいアンジェル……」

　レジェスは意識の飛びかけたアンジェルをしっかりと腕に抱いたまま、深く愛おしそうに口付けを落とした。
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　視界一面に広がる水色をじっと目に映し、アンジェルは深く息を吐き出す。

〝アンジェル〟として目を覚ました時も、こんな雲ひとつない真っ青な空を一番初めに目にした。

「アンジェル、こんなところにいたのか」

「レジェス……」

　庭園の一角にある芝の上で仰向けになっていたアンジェルを、現れたレジェスが上から覗き込む。

　アンジェルは手をつき上体を起こした。

「どうしたんですか？　今日は、闘技場のほうに行かれると言っていたのに……」

「ああ、用はもう済んだ」

　レジェスはアンジェルが寝そべっていた隣に腰を落とし、同じように足を放り出して両手をつく。

「お前こそ、何をしてたんだ？」

「わたくしは……空を見ていました」

　そう答えると、レジェスはアンジェルがしていたように芝の上に寝転がる。

　それを見て、アンジェルもまた静かに背中を倒した。

　横に並んで再び見上げた空は、変わりなく澄み切っている。

　しばらく互いに無言のまま、澄んだ空を見つめていた。

「わたくしたちは……あの時ふたりとも死んでしまったのでしょうか……？」

「結構ひどい、大事故だったからな……死んで、転生……とでもいうのか、この状態は」

　向こうで肉体が生きていれば、こんなことにはなっていないとふたりは思う。

　でも、自分が息絶えたことを確かめたわけではない。

「じゃあ、元居た世界に戻ることは……もう有り得ないということでしょうか？」

「それは、わからないが……無いような気がする。お前は、戻りたいのか」

「そういう、ことではないです。ただ……わたくしたちが揃って事故死して、家族はきっと、悲しんだんだろうなって……」

　アンジェルの言葉を最後に、再び沈黙が流れる。

　アンジェルはどこまでも続く青空をじっと見つめながら、胸いっぱいに深呼吸をした。

「この空は、私たちの元居た世界に繋がっている気が、なんとなくします」

「繋がっている……？」

「なんとなく、ですけど」

　暗くなってしまった空気を変えるように、アンジェルは「へへっ」と笑ってみせる。

　レジェスはアンジェルの心境を察し、手を伸ばして小さな頭をふわふわと撫でた。

「知らせることはできないが……今、ふたりともこうして幸せに一緒にいることができている。だから、きっと大丈夫だ」

「レジェス……はい、そうですね」

　空に向けていた体を横へ向け、アンジェルは放り出されているレジェスの腕を両手で掴む。

　そよ風になびくレジェスの漆黒の髪と綺麗な横顔を見つめ、不意に湧き起こった不安に指先に力が入った。

「もう、一瞬でも離れたくない、です……また、どこかに飛ばされてしまったりしたら、今度こそ……」

　ぎゅっと腕を掴むアンジェルにレジェスは身を寄せる。

　不安を口にしたアンジェルを、腕にしっかり抱き締めた。

「たとえどこに行ったとしても、絶対に離さない。約束する」

「レジェス……」

「ずっと離すつもりはないから、覚悟するんだな」

　力強く断言したレジェスの言葉は、不思議なくらいアンジェルを救ってくれる。

「ずっと……離さないでください」

「ああ、約束する」

　見つめ合い微笑み合うと、ふたりは誓いのキスのように深い口付けを交わした。
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